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問
題
の
所
在

朴正県大統領「重化学工業化宣言」の政治力学（西野純也）

一
九
七
三
年
一
月
一
二
日
、
朴
正
照
大
統
領
は
年
頭
記
者
会
見
の
席
上
、
「
わ
が
国
の
工
業
は
い
ま
や
『
重
化
学
工
業
時
代
』
に

入
っ
て
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
は
こ
れ
か
ら
『
重
化
学
工
業
育
成
』
の
施
策
に
重
点
を
お
く
『
重
化
学
工
業
政
策
』
を
宣

言
す
る
と
こ
ろ
で
杭
」
と
表
明
し
、
一
九
八

0
年
代
は
じ
め
ま
で
に
輸
出
一

O
O億
ド
ル
、
一
人
当
た
り
国
民
所
得
一

0
0
0
ド
ル

達
成
の
目
標
お
よ
び
重
化
学
工
業
各
分
野
の
目
標
数
値
を
示
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
重
化
学
工
業
化
宣
言
」
で
あ
り
、
こ
れ
以

降
、
韓
国
経
済
は
本
格
的
な
重
化
学
工
業
建
設
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

韓
国
政
府
は
、
第
二
次
経
済
開
発
五
カ
年
計
画
期
間
（
一
九
六
七
1
七
一
年
）
に
お
け
る
軽
工
業
の
輸
出
産
業
化
成
功
を
踏
ま
え
、

七
一
年
発
表
の
第
三
次
経
済
開
発
五
カ
年
計
画
（
一
九
七
二

1
七
六
年
）
で
は
、
重
化
学
工
業
育
成
を
重
点
目
標
の
ひ
と
つ
と
し
て

掲
げ
た
。
し
か
し
、
第
三
次
計
画
中
の
「
計
画
の
主
軸
を
『
農
漁
村
経
済
の
革
新
的
開
発
、
輸
出
の
画
期
的
増
大
お
よ
び
重
化
学
工

業
の
建
設
』
に
お
く
」
と
の
文
言
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
七
一
年
時
点
で
は
急
速
な
重
化
学
工
業
化
が
予
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
朴
大
統
領
が
年
頭
記
者
会
見
で
言
明
し
た
重
化
学
工
業
政
策
は
、
一
九
七
二
年
以
降
、
急
ピ
ッ
チ
で
準
備
が
進
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
年
末
に
な
っ
て
重
化
学
工
業
政
策
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
さ
れ
る
「
工
業
構
造
改
編
論
」
が
完
成
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
翌
七
三
年
の
年
頭
に
重
化
学
工
業
政
策
が
「
宣
言
」
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
細
部
計
画
の
作
成
が
進
め
ら
れ
、

七
三
年
六
月
の
「
重
化
学
工
業
育
成
計
画
」
発
表
後
、
政
策
は
強
力
に
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
。

本
稿
は
、
「
重
化
学
工
業
化
宣
言
」
の
も
と
と
な
っ
た
「
工
業
構
造
改
編
論
」
の
形
成
過
程
を
次
の
諸
点
に
留
意
し
な
が
ら
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
第
一
に
、
防
衛
産
業
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
当
時
の
政
策
担
当
者
ら
の
証
言
等
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
、
朴
正
照
が
重
化
学
工
業
政
策
に
強
い
関
心
を
持
っ
た
最
大
の
理
由
は
防
衛
産
業
の
育
成
に
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、

防
衛
産
業
育
成
の
た
め
の
重
化
学
工
業
政
策
形
成
に
際
し
て
、
朴
正
照
お
よ
び
政
策
担
当
者
た
ち
の
認
識
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
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た
の
だ
ろ
う
か
。
第
二
に
、
政
策
の
形
成
過
程
に
み
ら
れ
る
特
徴
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
そ
れ

以
前
の
朴
正
照
政
権
の
経
済
政
策
は
経
済
企
画
院
が
主
導
し
て
き
た
が
、
重
化
学
工
業
政
策
は
新
し
い
組
織
が
主
導
し
た
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
新
た
な
推
進
体
制
が
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
三
に
、
韓
国
の
重
化
学
工
業
政
策
と
日
本
と
の

関
係
で
あ
る
。
韓
国
政
府
は
、
当
初
か
ら
日
本
の
協
力
を
念
頭
に
政
策
を
策
定
し
た
が
、
韓
国
が
日
本
に
期
待
し
た
協
力
と
は
ど
の
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よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
重
化
学
工
業
政
策
に
お
い
て
日
本
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
問
題
意
識
に
沿
っ
て
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

「
自
主
国
防
」
と
防
衛
産
業
育
成

朴
正
照
の
危
機
認
識
｜
｜
「
自
主
国
防
」

へ
の
意
志
ー
ー

一
九
六
八
年
の
は
じ
め
か
ら
続
い
た
朝
鮮
半
島
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
の
変
化
は
、
朴
正
照
大
統
領
に
国
防
力
強
化
の
必
要

性
を
強
く
認
識
さ
せ
た
。
こ
の
年
以
降
、
朴
大
統
領
は
「
自
主
国
防
」
と
い
う
言
葉
を
頻
繁
に
使
う
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
「
自

主
国
防
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
で
防
衛
産
業
の
育
成
が
追
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
六
八
年
は
、
北
朝
鮮
の
武
力
挑
発
に
よ
っ
て
幕
を
開
け
た
。
北
朝
鮮
は
、
武
装
ゲ
リ
ラ
に
よ
る
青
瓦
台
襲
撃
事
件
（
一
月
二

一
日
）
に
続
き
、
元
山
近
海
で
米
国
情
報
艦
プ
エ
ブ
ロ
号
（
2
0
E。
）
を
掌
捕
し
て
（
一
二
二
日
）
、
朝
鮮
半
島
の
軍
事
的
緊
張
を
高
め

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
直
面
し
た
朴
正
照
は
、
同
盟
国
た
る
米
国
と
共
同
で
対
北
朝
鮮
軍
事
報
復
を
実
施
す
る
こ
と
を

望
ん
だ
。
し
か
し
、
米
国
は
韓
国
に
対
し
て
軍
事
行
動
の
自
制
を
求
め
、
朴
正
照
を
失
望
さ
せ
た
と
い
う
。
米
国
の
対
韓
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
に
不
信
を
抱
く
韓
国
を
懐
柔
す
る
た
め
、
プ
エ
ブ
ロ
号
事
件
後
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
大
統
領
の
特
使
ヴ
ア
ン
ス
（
S
E
m
同・

5
5
0）
が
訪
韓
し
た
が
、
朴
正
照
の
対
米
不
信
を
払
拭
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
ヴ
ァ
ン
ス
は
、
米
議
会
で
係
留
中
の
一
億
ド



ル
対
韓
軍
事
援
助
へ
の
支
持
を
表
明
し
た
も
の
の
、
米
韓
相
互
防
衛
条
約
へ
の
「
自
動
介
入
条
項
」
追
加
を
求
め
る
韓
国
の
要
求
を

拒
否
し
た
の
で
あ
る
。

朴
正
照
は
、
「
今
年
中
に
二
五

O
万
の
在
郷
軍
人
を
武
装
さ
せ
、
こ
れ
に
必
要
な
武
器
工
場
を
年
内
に
建
設
す
る
方
針
」
を
言
明
し
、

「
全
国
民
が
経
済
建
設
と
国
土
防
衛
を
並
行
し
て
推
進
し
、
水
田
の
畔
に
銃
を
置
い
て
農
業
に
い
そ
し
む
と
い
う
態
勢
を
固
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
（
六
八
年
二
月
七
日
）
と
述
べ
て
、
四
月
一
日
に
は
郷
土
予
備
軍
を
発
足
さ
せ
た
が
、
そ
の
後
も
北
朝
鮮
の
軍
事
的

挑
発
は
続
い
た
。
六
八
年
一
一
月
に
は
蔚
珍
・
三
捗
地
域
で
の
大
規
模
武
装
ゲ
リ
ラ
侵
入
事
件
、
翌
六
九
年
に
は
米
空
軍
機

E
l
一

一
二
撃
墜
事
件
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

朴正！照大統領「重化学工業化宣言」の政治力学（西野純也）

こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
半
島
の
軍
事
的
緊
張
が
高
ま
る
中
で
登
場
し
た
米
国
の
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
、
朴
正
照
の
危
機
意
識
を
さ
ら
に

高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
米
中
接
近
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
へ
と
連
な
る
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
対
ア
ジ
ア
政
策
は
朝
鮮
半
島
を
取
り

巻
く
安
全
保
障
環
境
を
激
変
さ
せ
た
が
、
韓
国
は
ま
ず
ニ
ク
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
の
適
用
に
よ
る
在
韓
米
地
上
軍
一
個
師
団
の
撤
退

に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
、

一
九
七

O
年
三
月
に
「
国
家
安
保
会
議
政
策
決
定
覚
書
四
八
」
（
N
S
D
M
特
）
に
よ

っ
て
在
韓
米
地
上
軍
一
個
師
団
の
撤
退
を
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
、
そ
の
方
針
は
ポ
l
タ
l
（
5
5
3』・
2
5吋
）
駐
韓
米
国
大
使
か

ら
韓
国
政
府
に
通
報
さ
れ
た
。
朴
正
照
は
、
韓
国
側
と
の
十
分
な
事
前
協
議
な
し
の
決
定
に
強
く
反
発
し
た
。
朴
正
照
か
ら
す
れ
ば
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
国
軍
約
五
万
名
を
派
兵
し
て
い
る
韓
国
は
ニ
ク
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
の
適
用
除
外
と
な
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

し
か
し
結
局
、
七
一
年
三
月
末
に
在
韓
米
地
上
軍
約
二
万
名
の
撤
退
は
完
了
し
、
韓
国
は
安
保
上
の
更
な
る
自
助
努
力
を
迫
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

朴
正
照
政
権
の
防
衛
産
業
育
成
を
主
導
し
た
呉
源
哲
は
、
朴
正
照
は
七
一
年
ま
で
は
「
自
力
防
衛
」
を
縮
め
た
「
自
衛
」
と
い
う

言
葉
を
多
用
し
た
が
、
七
二
年
中
頃
か
ら
は
「
自
衛
」
の
代
わ
り
に
「
自
主
国
防
」
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
い
た
と
回
顧
し
、
そ
の

理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
「
『
自
衛
』
と
い
う
用
語
は
北
朝
鮮
の
攻
撃
に
対
す
る
防
衛
概
念
で
す
。
し
か
し
、
『
自
主
国
防
」
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国際政治

は
対
米
関
係
ま
で
含
ん
だ
国
防
の
自
主
性
を
言
い
ま
す
。
国
防
の
自
主
化
は
、
韓
国
の
自
主
化
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
単
純
な
用
語
上
の
問
題
を
こ
え
た
非
常
に
重
大
な
変
化
で
あ
る
と
い
え
ま
す
」
。
朴
正
照
自
身
、
七
二
年
七
月
の
国
防
大
学
院

卒
業
式
に
お
い
て
、
「
わ
が
困
は
我
々
国
民
が
守
る
し
か
な
い
の
で
す
。
我
々
が
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
毅
然
と
し
た
姿
勢
で
強
力

に
推
進
す
る
時
、
そ
し
て
米
国
が
助
け
て
く
れ
な
く
て
も
我
々
は
最
後
に
は
や
り
遂
げ
ら
れ
る
と
い
う
能
力
を
見
せ
る
時
、
は
じ
め

て
米
国
は
協
調
す
る
と
い
う
事
実
を
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
ま
さ
に
自
主
国
防
で
す
」
と
述
べ
て
い
た
。
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郷
土
予
備
軍
創
設
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
朴
正
照
は
国
防
部
に
特
別
指
示
を
出
し
、
予
備
軍
武
装
の
た
め
の
小
銃
（
M
M
）
生
産

の
研
究
を
開
始
さ
せ
た
。
ヴ
ァ
ン
ス
の
訪
韓
以
来
、
米
韓
両
国
間
で
は
M
M
生
産
工
場
の
誘
致
問
題
が
協
議
さ
れ
て
き
た
が
、
生
産

技
術
の
提
供
よ
り
完
成
品
の
供
給
を
望
む
コ
ル
ト
社
の
消
極
的
姿
勢
な
ど
に
よ
り
交
渉
は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。
七
一
年
三
月

に
韓
国
政
府
と
コ
ル
ト
杜
の
間
で
M
M
生
産
工
場
建
設
に
関
す
る
契
約
が
交
わ
さ
れ
、
七
二
年
に
工
場
は
完
工
し
た
が
、
朴
正
照
が

特
別
指
示
を
出
し
て
か
ら
す
で
に
四
年
の
月
日
が
過
ぎ
て
い
た
。
青
瓦
台
秘
書
室
長
で
あ
っ
た
金
正
療
は
、
「
武
器
工
場
に
ど
れ
だ

け
多
く
の
カ
ネ
が
か
か
り
、
交
渉
が
ど
れ
だ
け
長
期
に
わ
た
り
、
ど
れ
だ
け
困
難
か
を
切
実
に
感
じ
た
」
と
当
時
を
回
顧
し
て
い
る
。

M
M山
生
産
工
場
誘
致
の
交
渉
が
難
航
し
た
こ
と
で
、
朴
正
照
が
兵
器
国
産
化
へ
の
意
志
を
さ
ら
に
強
く
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

朴
正
照
は
、
七
O
年
の
年
頭
記
者
会
見
（
一
月
九
日
）
に
お
い
て
、
郷
土
予
備
軍
の
装
備
現
代
化
と
動
員
体
制
の
確
立
に
言
及
し
つ
つ
、

「
軍
需
産
業
を
徐
々
に
育
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
、
「
国
防
す
な
わ
ち
経
済
建
設
、
経
済
建
設
す
な
わ
ち
国
防
」
で
あ

る
と
述
べ
て
国
防
と
経
済
建
設
の
一
体
性
を
強
調
し
て
い
た
し
、
そ
の
年
の
国
防
部
年
頭
巡
視
で
は
、
総
力
安
保
体
制
確
立
と
自
主

国
防
力
培
養
の
た
め
の
軍
需
産
業
の
育
成
を
主
張
し
て
、
国
防
部
長
官
に
防
衛
産
業
育
成
を
専
門
と
す
る
部
署
の
設
置
を
指
示
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
国
防
部
は
、
軍
需
局
長
傘
下
に
担
当
官
室
を
設
置
し
て
、
防
衛
産
業
育
成
お
よ
び
支
援
に
関
す
る
基
本
方
針
研
究
に
着

手
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
韓
国
政
府
独
自
の
防
衛
産
業
育
成
の
動
き
は
、
米
国
か
ら
の

M
尚
生
産
工
場
誘
致
の
必
要
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
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な
か
っ
た
が
、
そ
の
交
渉
が
進
ま
な
い
中
で
、
朴
正
照
が
米
国
か
ら
の
さ
ら
な
る
軍
需
工
場
の
誘
致
に
限
界
を
感
じ
て
い
た
と
し
て

も
不
思
議
で
は
な
吋
o

こ
の
時
期
の
朴
正
照
が
、
防
衛
産
業
の
根
幹
と
も
い
え
る
鉄
鋼
産
業
を
最
も
重
視
し
、
浦
項
綜
合
製
鉄
所
の

建
設
に
力
を
入
れ
て
い
た
の
も
、
防
衛
産
業
の
国
産
化
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
七

0
年
四
月
二
五
日
作
成
の
朴
正

照
の
直
筆
メ
モ
に
は
、
防
衛
産
業
育
成
の
基
本
方
向
と
し
て
次
の
六
点
が
記
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
①
軍
需
工
場
や
火
砲
工
場

を
建
て
る
方
法
で
は
な
く
民
需
産
業
に
兵
器
生
産
の
た
め
の
施
設
を
一
部
追
加
し
、
民
需
産
業
を
基
礎
と
し
た
兵
器
、
器
材
、
弾
薬

等
の
国
産
化
を
図
る
、
②
軍
需
産
業
は
容
易
な
も
の
か
ら
着
手
し
、
徐
々
に
難
し
い
も
の
へ
発
展
さ
せ
る
、
③
追
加
施
設
等
の
所
要

資
金
は
政
府
支
援
と
す
る
が
必
要
な
ら
ば
外
国
借
款
を
導
入
す
る
、
④
技
術
が
な
け
れ
ば
外
国
と
技
術
提
携
す
る
、
⑤
軍
需
産
業
に

資
金
上
の
不
利
益
が
出
な
い
よ
う
、
製
品
が
高
く
て
も
買
い
入
れ
る
、
⑥
韓
国
科
学
技
術
研
究
所
（
K
I
S
T
）
が
重
要
な
役
割
を

担
当
す
る
。
二
カ
月
後
の
青
瓦
台
連
席
会
議
（
七
O
年
六
月
二
七
日
）
で
は
、
防
衛
産
業
育
成
の
効
率
的
な
支
援
と
統
制
の
た
め
に
、

経
済
企
画
院
長
官
、
国
防
部
長
官
、
商
工
部
長
官
、
大
統
領
安
保
担
当
特
別
補
佐
官
か
ら
な
る
韓
国
経
済
工
業
化
委
員
会
を
設
置
し
、

国
防
科
学
研
究
所
を
設
立
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
国
防
科
学
研
究
所
は
七

O
年
八
月
に
設
立
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
青
瓦
台
に
は
非

公
式
に
武
器
開
発
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
兵
器
の
国
産
化
が
目
指
さ
れ
た
。

2 

呉
源
哲
の
ア
イ
デ
ィ
ア
｜
｜
防
衛
産
業
育
成
へ
の
提
言
｜
｜

韓
国
が
防
衛
産
業
育
成
に
本
格
的
に
力
を
入
れ
始
め
た
一
九
七

O
年
中
頃
、
朴
正
殿
は
金
鶴
烈
・
経
済
企
画
院
長
官
を
青
瓦
台
に

呼
び
、
在
韓
米
地
上
軍
撤
収
問
題
や
自
主
防
衛
能
力
強
化
の
緊
急
性
な
ど
を
説
明
し
て
、
小
火
器
（
M
M
）
以
外
の
兵
器
生
産
が
可

能
な
工
場
の
建
設
を
指
示
し
た
。
金
鶴
烈
長
官
は
そ
の
前
年
（
六
九
年
）
に
、
日
本
か
ら
経
済
協
力
資
金
を
得
る
こ
と
で
浦
項
綜
合

製
鉄
所
建
設
事
業
を
成
功
に
導
い
た
実
績
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
朴
正
照
は
防
衛
産
業
関
連
工
場
の
建
設
事
業
を
金
鶴
烈
に
任
せ
た

の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
朴
正
照
の
指
示
を
受
け
た
金
鶴
烈
は
、
浦
項
製
鉄
所
建
設
計
画
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
経
済
企
画
院
と
K
I
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S
T
の
共
同
作
業
班
を
編
成
し
て
工
場
建
設
計
画
の
作
成
に
と
り
か
か
っ
た
。

こ
の
時
計
画
さ
れ
た
の
は
、
鋳
物
銑
工
場
、
特
殊
鋼
工
場
、
重
機
械
工
場
、
造
船
工
場
の
四
つ
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
防
衛
産
業
育

成
の
た
め
の
戦
略
産
業
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
四
大
核
工
場
」
建
設
事
業
と
呼
ば
れ
た
。
四
大
核
工
場
計

画
は
当
初
か
ら
日
本
の
資
金
協
力
を
念
頭
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
防
衛
産
業
建
設
へ
の
支
援
を
し
な
い
日
本
の
方
針
を

考
慮
し
、
韓
国
政
府
は
四
大
核
工
場
と
防
衛
産
業
の
関
連
に
は
触
れ
ず
に
日
本
政
府
へ
借
款
を
要
請
し
た
。
し
か
し
、
四
大
核
工
場

建
設
事
業
が
議
題
と
な
っ
た
第
四
回
日
韓
定
期
閣
僚
会
議
（
一
九
七
O
年
七
月
二
一
よ
三
日
）
に
お
い
て
日
本
側
は
、
特
殊
鋼
工
場
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と
重
機
械
工
場
の
み
が
協
議
の
対
象
に
な
る
と
い
う
立
場
を
と
り
、
借
款
提
供
に
も
消
極
的
で
あ
っ
た
。
前
年
の
第
三
回
日
韓
定
期

閣
僚
会
議
で
浦
項
綜
合
製
鉄
所
へ
の
協
力
獲
得
に
成
功
し
た
の
と
は
対
照
的
な
結
果
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
韓
国
政
府
は
そ
の
後
、

米
国
お
よ
び
欧
州
と
の
借
款
交
渉
を
試
み
た
が
進
展
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
翌
七
一
年
一
一
月
、
経
済
企
画
院
で
こ
の
よ
う
な
報
告

を
う
け
た
朴
正
照
は
失
望
感
を
隠
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
安
保
危
機
が
高
潮
す
る
な
か
で
防
衛
産
業
育
成
の
前
途
が
危
ぶ
ま
れ
た
時
、

防
衛
産
業
育
成
の
た
め
の
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
案
し
た
の
が
、
且
ハ
源
哲
・
商
工
部
鉱
工
業
次
官
補
（
当
時
）
で
あ
っ
た
。

経
済
企
画
院
で
の
報
告
に
同
席
し
た
呉
源
哲
は
、
金
正
漉
・
青
瓦
台
秘
書
室
長
に
防
衛
産
業
育
成
に
関
す
る
建
議
を
行
い
、
両
者

は
協
議
の
後
に
次
の
よ
う
な
意
見
で
一
致
し
た
と
い
う
。
①
兵
器
生
産
を
専
門
と
す
る
軍
工
廠
の
設
立
は
、
兵
器
需
要
が
生
産
能
力

を
下
回
る
時
の
非
経
済
性
、
技
術
者
や
技
能
者
の
確
保
難
の
た
め
、
す
で
に
建
設
に
着
手
し
た
M
M
工
場
以
外
に
は
建
設
し
な
い
ほ

う
が
よ
い
、
②
兵
器
生
産
を
主
と
す
る
民
営
軍
需
工
場
も
、
兵
器
需
要
が
不
十
分
な
時
に
遊
休
せ
ざ
る
を
得
な
い
非
経
済
性
の
た
め

望
ま
し
く
な
い
、
③
「
い
か
な
る
兵
器
も
分
解
す
れ
ば
部
品
で
あ
る
」
と
の
点
か
ら
、
各
兵
器
に
必
要
な
適
格
素
材
を
設
計
通
り
に

精
密
加
工
し
、
生
産
し
た
部
品
を
結
合
さ
せ
る
方
法
を
と
る
、
④
韓
国
が
必
要
と
す
る
現
代
兵
器
は
、
先
進
国
水
準
の
重
化
学
工
業

と
技
術
お
よ
び
機
能
が
絶
対
的
な
前
提
と
な
る
。
韓
国
の
重
化
学
工
業
化
は
、
高
度
経
済
成
長
、
輸
出
の
持
続
的
増
大
、
国
際
収
支

改
善
の
た
め
に
必
須
で
あ
る
だ
け
で
な
く
防
衛
産
業
育
成
の
根
幹
で
あ
る
、
⑤
防
衛
産
業
育
成
を
重
化
学
工
業
化
の
一
環
と
し
て
推
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進
す
る
が
、
部
品
別
ま
た
は
部
分
別
に
関
連
工
場
に
分
担
さ
せ
、
兵
器
需
要
の
変
動
に
よ
る
非
経
済
性
を
極
小
化
す
る
、
⑥
兵
器
製

造
施
設
と
同
じ
く
技
術
者
、
技
能
工
の
養
成
、
確
保
も
緊
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
内
容
の
報
告
を
受
け
た
朴
正
照
は
原
則
的
に
賛
成
し
つ
つ
も
、
本
格
的
な
大
量
生
産
ま
で
四
、
五
年
か
か
る
と
の
点

に
不
満
を
表
し
た
。
し
か
し
、
最
も
経
済
的
な
方
法
で
あ
る
「
重
化
学
工
業
の
一
環
と
し
て
」
防
衛
産
業
を
育
成
す
る
に
は
少
な
く

と
も
四
、
五
年
を
要
す
が
、
そ
の
代
わ
り
、
有
事
の
際
に
は
民
需
部
門
の
す
べ
て
を
防
衛
産
業
部
門
に
切
り
替
え
て
短
時
日
の
う
ち

に
兵
器
生
産
能
力
を
極
大
化
で
き
る
と
の
説
明
を
受
け
入
れ
て
新
し
い
育
成
方
法
を
採
択
し
た
。
そ
し
て
、
朴
正
照
は
、
防
衛
産
業

育
成
の
み
な
ら
ず
そ
の
基
本
と
な
る
重
化
学
工
業
建
設
も
自
ら
統
轄
す
る
た
め
に
、
旦
ハ
源
哲
を
青
瓦
台
経
済
第
二
首
席
秘
書
官
に
任

命
し
た
。

朴
正
照
は
、
呉
源
哲
を
経
済
第
二
首
席
に
任
命
後
す
ぐ
に
予
備
軍
二

O
個
師
団
を
軽
装
備
師
団
に
武
装
さ
せ
る
の
に
必
要
な
兵
器

を
開
発
、
生
産
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
呉
源
哲
は
、
直
ち
に
国
防
科
学
研
究
所
を
機
構
改
編
し
、
一
一
月
一
七
日
か
ら
六
O
阻
迫
撃

砲
、
ロ
ケ
ッ
ト
砲
、
機
関
銃
、
小
銃
類
の
一
次
試
作
を
行
っ
た
。
こ
れ
が
「
稲
妻
事
業
」
で
あ
る
。
一
二
月
一
六
日
の
一
次
試
作
品

完
成
に
続
い
て
す
ぐ
に
二
次
試
作
に
着
手
し
、
翌
七
二
年
四
月
三
日
に
は
朴
正
照
が
参
加
し
て
二
次
試
作
品
試
射
会
が
聞
か
れ
た
。

こ
の
試
射
会
の
成
功
は
、
朴
正
照
ら
政
府
指
導
層
に
、
韓
国
も
国
産
兵
器
を
作
れ
る
と
の
自
信
を
持
た
せ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
。
実

際
に
こ
の
年
の
六
月
、
朴
正
照
は
、
韓
国
の
実
情
に
あ
わ
せ
て
機
構
と
体
制
を
整
え
、
む
や
み
に
米
国
式
だ
け
を
摸
倣
す
る
の
で
は

な
く
、
韓
国
の
戦
術
を
研
究
、
発
展
さ
せ
て
こ
れ
に
合
う
兵
器
を
開
発
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。
つ
ま
り
、
米
国
の
援
助
に
の
み
依

存
せ
ず
に
自
主
的
防
衛
戦
略
を
発
展
さ
せ
、
先
進
国
の
新
型
兵
器
や
装
備
に
の
み
目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
韓
国
の
技
術
的
、
経

済
的
与
件
を
考
慮
し
た
現
実
的
で
漸
進
的
な
軍
事
力
建
設
を
志
向
す
べ
き
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、
防
衛
産
業
育
成
は
予
備
軍
用
の
軽
装
備
だ
け
で
な
く
、
誘
導
弾
開
発
（
七
一
年
一
二
月
二
六
日
大
統
領
指
示
）
、
現
役
軍

へ
と
進
ん
で
い
っ
た
）
O

防
衛
産
業
育
成
の
た
め
の
重
化
学
工
業
化
が
ま
す
ま
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七
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四
月
四
日
大
統
領
指
示
）



す
不
可
欠
な
要
請
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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青
瓦
台
中
心
の
推
進
体
制
構
築

青
瓦
台
経
済
第
二
首
席
室
と
重
化
学
工
業
推
進
委
員
会
企
画
団

呉
源
哲
の
青
瓦
台
入
り
に
と
も
な
い
、
青
瓦
台
経
済
第
二
首
席
秘
書
官
室
が
防
衛
産
業
育
成
お
よ
び
重
化
学
工
業
政
策
の
作
成
、

推
進
の
中
心
と
な
っ
た
。
経
済
第
二
首
席
室
は
青
瓦
台
の
ほ
か
の
秘
書
官
室
と
は
異
な
り
、
大
統
領
の
特
別
関
心
事
項
の
み
を
担
当

し
た
。
呉
源
哲
が
首
席
秘
書
官
に
就
任
し
た
時
に
は
防
衛
産
業
育
成
が
主
な
担
当
業
務
で
あ
っ
た
が
、
朴
正
照
の
特
別
指
示
に
よ
っ

て
新
し
い
業
務
が
追
加
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
①
防
衛
産
業
育
成
、
②
重
化
学
工
業
政
策
、
③
行
政
首
都
移
転
問
題
と

関
連
し
た
二

0
0
0年
代
国
土
構
想
は
、
経
済
第
二
首
席
室
が
担
当
し
た
三
大
事
業
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
ほ
か
の
秘

書
官
室
と
は
違
い
、
経
済
第
二
首
席
室
は
内
閣
の
な
か
に
カ
ウ
ン
タ
ー
・
パ

l
ト
と
な
る
特
定
の
部
処
（
日
本
の
省
庁
に
相
当
）
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
経
済
第
二
首
席
室
の
担
当
業
務
は
、
内
閣
の
あ
ら
ゆ
る
部
処
と
関
係
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
重
化
学
工
業
政
策
を
青
瓦
台
と
内
閣
が
一
致
し
て
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
国
務
総
理
直
属
の
重
化
学
工
業
推
進
委

員
会
（
以
下
、
「
推
進
委
」
）
と
企
画
団
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
政
策
担
当
者
ら
は
、
重
化
学
工
業
政
策
の
内
容
は
膨
大
な

た
め
、
各
部
処
が
個
別
に
対
応
し
て
い
て
は
目
標
を
達
成
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
し
、
強
力
か
つ
体
系
的
に
政
策
を
推
進
す
る
体

制
を
整
備
す
る
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。

推
進
委
は
一
九
七
三
年
五
月
一
四
日
、
「
重
化
学
工
業
推
進
委
員
会
設
置
令
」
（
大
統
領
令
第
六
六
七
五
号
）
に
法
的
根
拠
を
置
く

政
府
中
央
行
政
機
関
と
し
て
組
織
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
二
月
か
ら
活
動
を
始
め
て
い
た
。
法
令
の
制
定
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、

先
に
委
員
会
を
組
織
し
て
、
法
令
は
あ
と
で
制
定
し
た
の
で
あ
る
。
推
進
委
メ
ン
バ
ー
は
、
国
務
総
理
を
委
員
長
と
し
、
経
済
企
画
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院
、
財
務
部
、
文
教
部
、
商
工
部
、
建
設
部
、
科
学
技
術
処
、
第
二
無
任
所
の
各
長
官
、
そ
し
て
総
理
が
委
嘱
す
る
者
を
含
む
計
一

五
名
以
内
の
委
員
で
組
織
さ
れ
、
初
期
に
は
鄭
文
道
・
第
二
製
鉄
社
長
、
安
京
膜
・
韓
国
水
資
源
開
発
公
社
社
長
、
金
満
堤
・
韓
国

開
発
研
究
院
長
が
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
。
推
進
委
の
管
掌
事
項
は
、
①
重
化
学
工
業
育
成
の
た
め
の
総
合
計
画
、
②
立
地
計
画
、

③
部
門
別
推
進
計
画
、
④
諸
般
支
援
計
画
、
⑤
こ
れ
ら
計
画
の
推
進
状
況
に
対
す
る
確
認
等
で
あ
り
、
重
化
学
工
業
政
策
は
推
進
委

で
の
議
決
を
経
て
確
定
さ
れ
た
。
推
進
委
会
議
は
、
重
化
学
工
業
政
策
の
推
進
初
期
で
あ
る
一
九
七
三

1
七
四
年
に
集
中
的
に
聞
か

れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
を
大
統
領
が
主
宰
し
た
。

し
か
し
、
推
進
委
は
重
化
学
工
業
育
成
の
た
め
の
総
合
計
画
の
審
議
確
定
お
よ
び
部
門
別
推
進
計
画
の
検
討
を
行
う
機
能
を
持
つ

の
み
で
あ
り
、
具
体
的
計
画
を
作
成
で
き
る
組
織
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
推
進
委
の
下
に
具
体
的
計
画
を
作
成
す
る
企

画
団
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

企
画
団
は
、
金
龍
喚
・
青
瓦
台
経
済
担
当
特
別
補
佐
官
を
団
長
と
し
、
金
在
官
・
商
工
部
重
工
業
次
官
補
を
は
じ
め
経
済
企
画
院
、

財
務
部
、
商
工
部
、
建
設
部
、
科
学
技
術
処
な
ど
関
係
部
処
の
局
長
級
、
課
長
級
の
計
五

O
名
で
組
織
さ
れ
た
。
企
画
団
長
は
一
九

七
四
年
二
月
か
ら
青
瓦
台
経
済
第
二
首
席
秘
書
官
（
呉
源
哲
）
が
兼
任
す
る
こ
と
と
な
り
、
副
団
長
も
青
瓦
台
秘
書
官
が
担
当
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
企
画
団
は
青
瓦
台
経
済
第
二
首
席
室
が
主
導
す
る
組
織
と
な
っ
た
。

企
画
団
長
、
副
団
長
の
下
の
三
名
の
企
画
官
（
総
合
、
産
業
立
地
、
工
業
企
画
官
）
は
、
経
済
企
画
院
企
画
局
長
、
建
設
部
産
業
立

地
局
長
、
商
工
部
局
長
が
そ
れ
ぞ
れ
兼
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
計
画
作
成
の
実
務
作
業
を
統
轄
す
べ
き
企
画
官
が
経
済

各
部
処
の
要
職
を
兼
ね
て
い
た
た
め
、
企
画
団
の
実
質
的
業
務
は
各
部
処
か
ら
派
遣
さ
れ
た
課
長
級
か
ら
な
る
各
作
業
班
が
担
当
し

た
。
こ
の
よ
う
な
方
式
に
よ
り
、
企
画
団
で
は
効
率
的
に
重
化
学
工
業
化
の
総
合
計
画
が
作
成
さ
れ
た
と
い
う
。
特
に
、
企
画
団
長

は
大
統
領
の
全
面
的
な
支
持
を
背
景
に
縦
割
り
行
政
を
打
破
し
て
、
各
部
処
間
の
協
調
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
推
進
委
や
企
画
団
で

確
定
し
た
政
策
事
項
を
大
統
領
の
指
示
覚
書
と
し
て
関
係
部
処
に
下
達
し
、
国
務
会
議
等
の
審
議
を
経
る
こ
と
な
く
直
ち
に
執
行
で
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き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
政
策
過
程
の
集
権
化
と
単
線
化
が
、
重
化
学
工
業
政
策
の
迅
速
か
つ
力
強
い
推
進
を
可
能
と
し
た

の
で
あ
る
。
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商
工
部
出
身
官
僚
に
よ
る
主
導

重
化
学
工
業
政
策
の
形
成
、
推
進
の
中
心
と
な
っ
た
青
瓦
台
経
済
第
二
首
席
室
と
推
進
委
企
画
団
の
大
き
な
特
徴
は
、
そ
の
構
成

員
の
多
く
が
商
工
部
出
身
官
僚
で
占
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
経
済
第
二
首
席
室
の
秘
書
官
六
名
の
う
ち
五
名
が
商
工
部
出
身
で
あ

っ
た
し
、
企
画
団
の
団
長
（
呉
源
哲
）
、
副
団
長
（
金
光
模
）
、
幹
事
（
安
楽
哲
）
も
商
工
部
出
身
で
あ
っ
た
た
め
、
重
化
学
工
業
政
策

の
作
成
で
は
商
工
部
を
中
心
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
後
述
す
る
一
九
七
二
年
末
完
成
の
「
工
業
構
造

改
編
論
」
を
作
成
す
る
過
程
で
、

2 

一
O
O億
ド
ル
輸
出
計
画
や
長
期
産
業
育
成
計
画
な
ど
重
化
学
工
業
政
策
の
根
幹
部
分
を
担
当
し

た
の
は
商
工
部
で
あ
る
し
、
七
三
年
六
月
公
表
の
企
画
団
作
成
「
重
化
学
工
業
育
成
計
画
」
で
も
計
画
作
成
段
階
で
の
商
工
部
の
役

割
は
大
き
か
っ
た
。
企
画
団
を
組
織
し
て
総
合
的
な
計
画
を
作
成
す
る
以
前
に
、
商
工
部
を
中
心
と
す
る
関
係
部
処
は
主
要
産
業
別

に
概
略
的
な
育
成
計
画
を
準
備
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
大
統
領
の
「
重
化
学
工
業
化
宣
言
」
後
に
行
わ
れ
た
商
工
部
の
機
構
改
編
は
、
重
化
学
工
業
政
策
に
お
け
る
商
工
部
の
重

要
性
を
象
徴
す
る
出
来
事
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
九
七
三
年
一
月
一
六
日
、
商
工
部
は
既
存
の
二
次
官
補
制
（
商
易
次
官
補
、
鉱
工

業
次
官
補
）
か
ら
五
次
官
補
制
（
商
易
次
官
補
、
重
工
業
次
官
補
、
軽
工
業
次
官
補
、
資
源
次
官
補
、
国
際
協
力
次
官
補
）
へ
と
拡
大
改
編

さ
れ
、
併
せ
て
防
衛
産
業
官
が
新
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
防
衛
産
業
育
成
と
い
う
観
点
か
ら
重
化
学
工
業
政
策
を
み
た
時
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
兵
器
開
発
を
担
当
し
た
研

究
所
の
役
割
で
あ
る
。
重
化
学
工
業
政
策
を
統
轄
し
た
呉
源
哲
も
や
は
り
、
「
手
足
の
よ
う
に
活
用
」
で
き
る
組
織
と
し
て
研
究
所

の
重
要
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
研
究
所
と
し
て
国
防
科
学
研
究
所
（
A
D
D
）
、
韓
国
科
学
技
術
研
究
所
（
K
I
S
T
）、



そ
し
て
精
密
機
器
セ
ン
タ
ー
（
F
I
C
）
を
挙
げ
て
い
か
）
O

こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
七
一
年
一
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
稲
妻
事
業
」
を
担
当
し
て
か
ら
本
格
的
に
兵
器
開
発
に
着
手
し
た
こ
と
は

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
針
。
七
二
年
二
月
に
は
申
鷹
均
・
初
代
所
長
の
後
任
に
沈
文
津
K
I
S
T
所
長
が
就
任
し
、
そ
れ
に
伴

い
K
I
S
T
か
ら
A
D
D
へ
の
人
材
異
動
も
行
わ
れ
て

A
D
D
の
研
究
開
発
機
能
が
強
化
さ
れ
た
。
七
二
年
二
月
の
大
統
領
主
宰
に

よ
る
防
衛
産
業
育
成
会
議
で
は
、

A
D
D
が
兵
器
開
発
を
主
管
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
に
は
、

A
D
D
と
K
I

S
T
の
聞
に
業
務
領
域
を
め
ぐ
る
摩
擦
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
防
衛
産
業
育
成
に
お
け
る
二
つ
の
研
究
所
の
役
割
が
整

一
九
七

O
年
八
月
設
立
の

A
D
D
は
、
初
め
は
大
き
な
成
果
を
挙
げ
る

理
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
原
則
的
に
兵
器
開
発
で
は

A
D
D
が
K
I
S
T
よ
り
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
が
、

A
D
D
の
作
業
量
は
膨
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大
で
あ
っ
た
た
め
、
長
期
的
開
発
品
目
は

K
I
S
T
が
研
究
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
原
子
力
研
究
所
や
精
密
機

（
判
）

器
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
研
究
所
も
防
衛
産
業
の
育
成
に
貢
献
し
た
。

3 

四
大
核
工
場
建
設
事
業
の
挫
折

重
化
学
工
業
政
策
の
作
成
と
推
進
の
た
め
の
青
瓦
台
中
心
体
制
が
、
四
大
核
工
場
建
設
事
業
の
挫
折
を
契
機
に
構
築
さ
れ
た
こ
と

は
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
韓
国
経
済
全
体
の
方
向
を
大
き
く
変
え
る
出
来
事
で
も
あ
っ
た
。

四
大
核
工
場
建
設
事
業
に
関
す
る
実
質
的
な
作
業
は
、
一
九
六
九
年
一
一
月
頃
か
ら
始
ま
っ
た
。
当
時
、
経
済
企
画
院
で
は
第
三

次
経
済
開
発
五
カ
年
計
画
（
一
九
七
二

1
七
六
年
）
の
作
成
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
重
工
業
育
成
計
画
を
準
備
す
る
た
め
に
バ

ツ
テ
ル
研
究
所
（
国
主
号
冨
0
5
3色
古
色
室
。
）
の
ハ
リ
l
崖
博
士
を
招
請
し
て
機
械
工
業
育
成
方
案
に
対
す
る
調
査
を
依
頼
し
た
。

バ
ッ
テ
ル
研
究
所
は

K
I
S
T
と
研
究
協
力
契
約
を
締
結
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
調
査
に
は

K
I
S
T
も
加
わ
っ
た
。
七

O
年
四
月

に
ハ
リ
l
崖
博
士
チ
l
ム
の
報
告
書
が
完
成
し
た
が
、
こ
の
な
か
で
今
後
の
育
成
対
象
業
種
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
の
が
、
鋳
物

銑
工
場
、
特
殊
鋼
工
場
、
造
船
所
、
重
機
械
総
合
工
場
で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
報
告
書
に
基
づ
い
て
四
大
核
工
場
計

20う
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画
は
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
調
査
研
究
に
参
加
し
た
金
在
官
（
当
時
K
I
S
T
研
究
員
）
に
よ
れ
ば
、
四
つ
の
工
場
は
そ
の

他
の
産
業
と
の
関
連
効
果
、
需
要
予
測
な
ど
の
観
点
か
ら
経
済
的
妥
当
性
を
調
べ
た
結
果
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の

調
査
が
機
械
工
業
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
た
の
は
、
六
0
年
代
末
に
世
界
銀
行
が
韓
国
の
機
械
工
業
育
成
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い

た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
当
時
、
ハ
リ
l
崖
は
世
界
銀
行
顧
問
を
務
め
て
い
た
と
い
う
。
一
九
七
O
年
六
月
初
め
、
ハ
リ
l
崖

は
、
朴
正
照
お
よ
び
経
済
閣
僚
ら
に
対
し
て
報
告
書
の
内
容
を
直
接
ブ
リ
l
フ
イ
ン
グ
し
か
）
O

先
述
し
た
よ
う
に
、
朴
正
照
が
金
鶴
烈
・
経
済
企
画
院
長
官
を
青
瓦
台
に
呼
び
、
小
火
器
（
M
M
）
以
外
の
武
器
生
産
が
可
能
な

工
場
の
建
設
を
指
示
し
た
の
は
、
ハ
リ
l
崖
の
ブ
リ
l
フ
イ
ン
グ
か
ら
数
日
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
機
械
工
業
関
連
の
四
つ
の
工
場

が
「
四
大
核
工
場
」
と
呼
ば
れ
、
防
衛
産
業
育
成
と
直
結
し
た
最
優
先
事
業
に
な
っ
た
の
は
こ
の
時
か
ら
で
あ
る
）
O

金
鶴
烈
は
、
ハ

リ
l
崖
が
建
議
し
た
四
つ
の
工
場
を
建
設
す
れ
ば
兵
器
生
産
は
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
、
工
場
建
設
に
必
要
な
資
金
は
日
本
か
ら
の

借
款
を
あ
て
る
と
の
方
針
を
立
て
た
。
し
か
し
、
「
武
器
輸
出
を
禁
じ
て
い
る
日
本
政
府
の
方
針
か
ら
み
て
、
武
器
を
つ
く
る
た
め

の
借
款
を
受
け
よ
う
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
れ
ば
、
日
本
国
内
の
過
剰
反
応
で
借
款
交
渉
に
支
障
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
の

懸
念
か
ら
、
四
大
核
工
場
と
防
衛
産
業
と
の
関
係
は
伏
せ
た
ま
ま
、
第
四
回
日
韓
定
期
閣
僚
会
議
（
七
O
年
七
月
二
一

1
一
一
三
日
）
で
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日
本
と
の
交
渉
に
臨
む
こ
と
と
な
っ
た
。

金
鶴
烈
は
、
黄
乗
泰
・
経
済
企
画
院
経
済
協
力
次
官
補
に
対
し
、
経
済
企
画
院
と

K
I
S
T
の
メ
ン
バ
ー
で
特
別
作
業
班
を
編
成

し
、
第
四
回
日
韓
定
期
閣
僚
会
議
に
間
に
合
う
よ
う
に
借
款
申
請
の
た
め
の
事
業
計
画
書
概
要
を
一
週
間
以
内
で
作
成
す
る
こ
と
を

指
示
し
た
。
経
済
企
画
院
か
ら
は
黄
乗
泰
の
ほ
か
に
曹
景
植
・
外
資
管
理
課
長
、
朴
聖
根
・
総
務
課
長
、
金
容
翰
・
投
資
諜
長
ら
が
、

K
I
S
T
か
ら
は
金
在
官
ら
が
参
加
し
て
計
画
書
を
作
成
し
た
。
各
事
業
あ
た
り
英
文
約
一

0
0
ペ
ー
ジ
か
ら
な
る
事
業
計
画
書
の

概
要
は
、
完
成
後
直
ち
に
日
本
政
府
に
伝
達
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
第
四
回
日
韓
定
期
閣
僚
会
議
共
同
声
明
に
は
、
「
韓
国
側
は
機

械
工
業
建
設
等
重
工
業
の
育
成
計
画
に
関
し
日
本
側
の
協
力
を
要
請
し
た
。
日
本
側
も
韓
国
の
重
工
業
育
成
が
総
合
製
鉄
工
場
の
効
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率
的
な
活
用
と
経
済
発
展
の
た
め
に
緊
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
韓
国
の
重
工
業
育
成
に
関
す
る
必
要
な
調
査
等
所
要
の
協
力
を

行
な
う
用
意
が
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
日
本
側
は
調
査
に
基
づ
い
て
必
要
な
協
力
を
行
な
う
用
意
が
あ
る
こ
と
を
約
束
し
た
」
と

の
文
言
が
入
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
う
け
て
日
本
政
府
は
、
赤
津
埠
一
通
産
省
重
工
業
局
長
を
団
長
と
し
て
各
分
野
別
専
門
家
か

ら
な
る
調
査
団
を
韓
国
へ
派
遣
し
た
（
七
O
年一

O
月
）
。
調
査
結
果
は
韓
国
政
府
に
と
っ
て
厳
し
い
も
の
と
な
り
、
結
局
、
四
大
核

工
場
計
画
事
業
へ
の
日
本
か
ら
の
借
款
導
入
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
大
核
工
業
建
設
事
業
の
挫
折
に
つ
い
て
、
旦
ハ
源
哲
は
次
の
よ
う
に
批
判
的
に
総
括
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
経
済
企
画
院
主
導
の

工
場
建
設
計
画
は
、
借
款
導
入
と
い
う
資
金
問
題
の
解
決
を
最
優
先
課
題
と
し
、
本
来
真
っ
先
に
考
慮
す
べ
き
各
事
業
の
経
済
的
妥

当
性
や
国
際
競
争
力
に
対
す
る
注
意
を
怠
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
呉
源
哲
の
こ
の
よ
う
な
認
識
が
、
の
ち
の
韓
国
の
重
化
学
工
業

政
策
の
形
成
過
程
を
大
き
く
規
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

結
果
的
に
み
れ
ば
、
四
大
核
工
場
事
業
の
挫
折
は
、
そ
れ
ま
で
経
済
企
画
院
が
統
轄
し
て
き
た
韓
国
経
済
政
策
全
体
の
変
更
を
も

た
ら
し
た
。
そ
の
事
実
は
、
経
済
企
画
院
が
一
九
七
一
年
二
月
に
発
表
し
た
第
三
次
経
済
開
発
五
カ
年
計
画
が
実
質
的
な
意
味
を
喪

失
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
第
三
次
五
カ
年
計
画
の
基
調
は
「
成
長
・
安
定
・
均
衡
の
調
和
」
で
あ
り
、
計
画
の
主
軸
は

農
漁
村
経
済
の
革
新
的
開
発
、
輸
出
の
画
期
的
増
大
、
重
化
学
工
業
の
建
設
と
さ
れ
た
が
、
計
画
の
内
容
は
農
漁
村
と
都
市
聞
の
経

済
格
差
是
正
、
輸
出
増
大
に
よ
る
国
際
収
支
改
善
、
そ
し
て
軽
工
業
中
心
産
業
構
造
の
止
揚
を
指
向
し
て
お
り
、
成
長
よ
り
も
安
定

と
均
衡
に
重
点
を
置
い
て
い
た
）
O

韓
国
経
済
は
一
九
七

O
年
を
起
点
に
不
況
局
面
に
入
っ
て
い
た
し
、
い
わ
ゆ
る
「
三
重
苦
」
と
呼

ば
れ
た
イ
ン
フ
レ
、
国
際
収
支
悪
化
、
経
済
不
況
へ
の
対
策
が
急
が
れ
て
い
た
。
当
時
、
経
済
企
画
院
や
学
界
、
財
界
か
ら
は
、
不

況
は
一
時
的
な
も
の
で
な
く
、
第
一
次
お
よ
び
第
二
次
五
カ
年
計
画
期
間
の
国
家
主
導
型
発
展
戦
略
が
も
た
ら
し
た
構
造
的
問
題
で

あ
る
と
の
見
方
が
示
さ
れ
て
お
り
、
第
三
次
五
カ
年
計
画
は
こ
う
し
た
見
方
を
反
映
し
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
経
済
企
画

院
は
、
貿
易
と
国
際
収
支
の
不
均
衡
問
題
を
長
期
的
観
点
か
ら
調
整
で
き
る
よ
う
、
中
間
材
、
資
本
財
、
生
産
財
等
の
輸
入
代
替
を

207 
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順
次
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
労
働
集
約
的
な
重
化
学
工
業
部
門
が
将
来
輸
出
競
争
力
を
持
て
る
よ
う
、
こ
れ
ら
部
門
へ
の
支
援
を

慶醸の政治学

政
府
は
徐
々
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
経
済
企
画
院
は
、
国
際
市
場
で
韓
国
が
比
較
優
位
を
持
ち
う
る
労
働
集
約

的
な
重
化
学
工
業
、
特
に
造
船
と
電
子
産
業
を
ま
ず
は
民
間
主
導
型
に
よ
っ
て
育
成
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
軽
工
業
品
輸
出
の
隆
路
を

克
服
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
総
体
的
危
機
状
況
の
中
で
「
維
新
体
制
」
を
準
備
し
て
い
た
朴
正
照

が
、
民
間
主
導
で
漸
進
的
に
重
化
学
工
業
建
設
を
推
し
進
め
る
と
い
う
政
策
論
理
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
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四

「
工
業
構
造
改
編
論
」

の
な
か
の
日
本

戦
後
日
本
の
ケ
l
ス
・
ス
タ
デ
ィ

一
九
七

0
年
代
初
頭
、
国
内
外
の
政
治
経
済
環
境
の
急
激
な
変
化
に
直
面
し
た
朴
正
照
は
、
第
三
次
五
カ
年
計
画
の
政
策
基
調
と

は
異
な
る
、
画
期
的
な
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
出
て
き
た
の
が
、
重
化
学
工
業
化
宣
言
で
提
示
さ
れ

た
一
九
八

O
年
初
め
ま
で
に
「
一

O
O億
ド
ル
輸
出
、
一
人
当
た
り
国
民
所
得
一

0
0
0
ド
ル
」
を
達
成
す
る
と
い
う
目
標
で
あ
る
。

こ
の
目
標
は
一
九
七
二
年
五
月
頃
か
ら
検
討
さ
れ
始
め
た
。
五
月
三

O
H
の
輸
出
振
興
拡
大
会
議
終
了
後
、
朴
正
照
は
呉
源
哲
に
対

し
、
「
一

O
O
億
ド
ル
輸
出
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
工
業
を
育
成
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
と
問
う
た
と
い
う
。
呉
源
哲
は
、
朴
正
照

が
「
一

O
O億
ド
ル
輸
出
」
を
提
示
し
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
第
一
に
、
民
族
中
興
と
平
和
統
一
の
た
め
に
は
「
富

国
強
兵
」
す
な
わ
ち
国
力
増
強
が
必
要
で
あ
り
、
国
力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
が
輸
出
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
北
朝
鮮
の
輸
出
額
に
関
す

る
報
告
を
受
け
た
朴
正
照
は
、
南
北
対
決
で
勝
利
す
る
た
め
に
は
少
な
く
と
も
一

O
O億
ド
ル
輸
出
は
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
七
二
年
五
月
は
「
一

O
月
維
新
」
の
準
備
作
業
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
時
点
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合

わ
せ
れ
ば
、
「
一

O
O億
ド
ル
輸
出
」
は
単
純
に
経
済
的
な
観
点
か
ら
出
て
き
た
の
で
は
な
く
、
国
内
外
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る



た
め
の
政
治
的
動
き
と
密
接
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

朴
正
照
の
問
い
か
け
に
対
し
、
旦
ハ
源
哲
は
戦
後
日
本
の
経
済
発
展
を
例
に
挙
げ
て
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

重
化
学
工
業
を
発
展
さ
せ
る
時
が
き
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
政
府
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
廃
撞
の
よ
う
に
な
っ
た
経
済
を
蘇
生
さ
せ
る
た

め
の
第
一
段
階
と
し
て
、
軽
工
業
中
心
の
輸
出
産
業
に
集
中
し
ま
し
た
。
現
在
の
わ
が
国
の
事
情
と
同
じ
で
す
。
そ
の
後
、
日
本
の
輸
出
額

が
二

O
億
ド
ル
に
達
し
た
時
、
重
化
学
工
業
化
政
策
に
転
換
し
ま
し
た
。
こ
の
時
が
一
九
五
七
年
度
で
す
。
そ
の
後
一

O
年
が
す
ぎ
た
六
七
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年
に
、
日
本
は
一

O
O億
ド
ル
の
輸
出
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
ま
は
機
械
製
品
と
鉄
鋼
製
品
が
日
本
輸
出
の
主
力
商
品
に
な
り
ま

し
た
。

呉
源
哲
は
、
七
二
年
の
韓
国
の
輸
出
目
標
が
一
八
億
ド
ル
で
あ
る
た
め
、
日
本
が
重
化
学
工
業
を
発
展
さ
せ
た
時
と
経
済
状
況
は

あ
ま
り
違
わ
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
朴
正
照
は
資
料
に
よ
る
説
明
を
求
め
、
呉
源
哲
は
経
済
第
二
首
席
室
の
金
光
模
秘
書
官

に
戦
後
日
本
の
重
化
学
工
業
発
展
過
程
を
簡
略
か
つ
早
急
に
整
理
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。
そ
の
数
日
後
、
呉
源
哲
は
朴
正
照
に
「
日

本
の
重
化
学
工
業
育
成
成
功
事
例
」
に
関
す
る
ブ
リ

i
フ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。
日
本
は
一
九
五
七
年
か
ら
重
化
学
工
業
化
を
主
軸
に

し
た
「
新
長
期
経
済
計
画
」
を
実
行
し
、
一

O
年
後
の
六
七
年
に
輸
出
一

O
O億
ド
ル
を
達
成
し
た
、
一

0
年
間
の
輸
出
実
績
を
見

る
と
初
期
に
は
軽
工
業
製
品
、
特
に
繊
維
製
品
が
約
四

O
%を
占
め
て
い
た
が
、
最
後
に
は
輸
出
の
中
心
は
重
化
学
工
業
製
品
へ
と

変
わ
り
機
械
類
の
輸
出
が
全
体
の
四

O
%以
上
を
占
め
経
済
大
国
へ
と
成
長
し
た
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
先
例
は
「
一

O
O億
ド
ル

輸
出
、
一
人
当
た
り
国
民
所
得
一

0
0
0
ド
ル
」
ビ
ジ
ョ
ン
が
不
可
能
で
は
な
い
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
と
、
呉
源
哲
は
具
体
的
数

値
を
挙
げ
て
説
明
し
た
の
で
あ
針
。
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さ
ら
に
呉
源
哲
は
、
当
時
の
田
中
角
栄
内
閣
が
「
日
本
列
島
改
造
論
」
を
掲
げ
て
産
業
構
造
を
資
本
集
約
か
つ
知
識
集
約
型
へ
と
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転
換
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
日
本
で
斜
陽
化
し
て
い
く
重
化
学
工
業
を
積
極
的
に
韓
国
へ
誘
致
す
べ
き
で
あ
る

と
主
張
し
た
。
ま
た
、
「
外
国
の
斜
陽
産
業
の
中
で
必
要
な
産
業
は
強
力
に
誘
致
し
て
技
術
伝
播
、
雇
用
増
大
、
輸
出
拡
大
、
工
業

構
造
の
改
善
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
・
：
（
中
略
）
：
・
わ
が
国
と
競
争
関
係
に
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
よ
り
も
早
く
出
発
し

て
こ
そ
成
功
で
き
ま
す
」
と
述
べ
て
、
特
に
重
化
学
工
業
化
で
台
湾
よ
り
先
行
す
る
必
要
性
を
説
い
た
。

こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
、
韓
国
の
重
化
学
工
業
政
策
は
、
国
際
的
な
比
較
優
位
を
喪
失
し
つ
つ
あ
る
日
本
の
重
化
学
工
業
の
一
部

を
韓
国
が
譲
り
受
け
て
、
高
次
元
の
日
韓
産
業
分
業
体
制
の
構
築
を
目
指
そ
う
と
の
意
図
が
内
包
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
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る
。
こ
れ
は
、
韓
国
政
府
が
重
化
学
工
業
建
設
に
際
し
て
日
本
産
業
界
の
積
極
的
な
支
援
を
期
待
し
て
い
た
と
い
う
点
か
ら
も
わ
か

る
。
重
化
学
工
業
政
策
の
た
め
の
所
要
資
金
の
う
ち
六

O
%
は
外
資
に
よ
る
調
達
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
大
部
分
は
日

本
の
協
力
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
韓
国
の
重
化
学
工
業
政
策
は
、
日
本
が
や
が
て
放
棄
す
る
産
業
で
あ
る
ゆ
え
に
、
日

本
か
ら
の
資
金
導
入
、
技
術
移
転
が
相
対
的
に
容
易
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
国
内
に
資
本
お
よ
び
技
術
の
蓄
積
が
多
く
な
く
て
も
工

業
化
が
可
能
だ
と
い
う
点
を
前
提
と
し
た
外
資
依
存
の
建
設
計
画
と
い
う
側
面
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
後
に
言
及
す
る
よ
う
に
、

工
場
立
地
計
画
段
階
か
ら
日
本
の
調
査
会
社
を
参
加
さ
せ
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
計
画
に
対
す
る
日
本
資
本
の
支
援
を
期
待
す
る
韓

国
側
の
意
図
が
透
け
て
み
え
る
。

戦
後
日
本
の
経
済
成
長
を
ケ
l
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
た
報
告
内
容
は
、
重
化
学
工
業
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
『
重
化
学
工
業

化
政
策
宣
言
に
伴
う
工
業
構
造
改
編
論
』
に
そ
の
ま
ま
収
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
七
三
年
以
降
推
し
進
め
ら
れ
た
重
化
学
工
業
政
策

は
、
単
純
に
戦
後
日
本
の
経
済
成
長
の
経
験
を
踏
襲
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
且
ハ
源
哲
ら
政
策
担
当
者
ら
は
、
韓
国
は

日
本
の
経
験
を
そ
の
ま
ま
後
追
い
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
韓
国
の
重
化
学
工
業
政
策
は
戦

後
日
本
の
経
験
を
モ
デ
ル
・
ケ
l
ス
と
し
な
が
ら
も
、
当
時
の
韓
国
指
導
者
の
危
機
認
識
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
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韓
国
式
の
重
化
学
工
業
化

ブ
リ
l
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
た
朴
正
照
は
、
具
体
的
な
重
化
学
工
業
政
策
の
作
成
を
呉
源
哲
に
指
示
し
た
。
経
済
第
二
首
席
室
は
、

七
一
年
か
ら
先
行
し
て
進
め
て
き
た
防
衛
産
業
育
成
を
重
化
学
工
業
政
策
の
一
環
と
し
て
本
格
的
に
推
進
す
る
た
め
の
準
備
作
業
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
日
本
と
異
な
り
重
化
学
工
業
分
野
で
の
経
験
が
な
く
そ
の
基
盤
も
な
い
韓
国
が
、
一

O
年
後
に
重
化
学

工
業
化
し
て
一

O
O億
ド
ル
を
輸
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
財
源
は
ど
う
す
る
の
か
等
、
克
服
す
べ
き
問
題
は
山
積
し
て
い
た

が
、
特
に
考
慮
す
べ
き
は
日
本
と
韓
国
の
前
提
条
件
の
違
い
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
一
九
五
七
年
に
発
表
さ
れ
た
日
本
の
新
長
期

経
済
計
画
（
一
九
五
八
1
一
九
六
二
年
）
は
重
化
学
工
業
化
を
重
点
的
政
策
課
題
の
一
つ
と
し
て
は
い
た
が
、
重
化
学
工
業
建
設
に

の
み
資
源
を
集
中
投
入
す
る
政
策
で
は
な
く
、
分
野
別
に
拘
束
力
あ
る
目
標
数
値
を
設
定
し
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
こ
の
計
画
は
、

経
済
成
長
率
や
国
際
収
支
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
経
済
指
標
の
予
測
値
を
提
示
す
る
長
期
予
報
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
戦
後
日
本
の
経
験
は
、
朴
正
照
が
志
向
し
た
「
民
間
が
自
発
的
に
政
府
施
策
に
従
う
官
民
協
調
の
国
民
総
力
体
制
」
に
よ
る
重

化
学
工
業
建
設
と
は
相
当
性
格
が
異
な
っ
て
い
た
。

2 も
ち
ろ
ん
、
呉
源
哲
は
日
本
と
韓
国
の
置
か
れ
た
状
況
の
違
い
を
認
知
し
て
い
た
し
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
具
体
的
な
政
策
の

作
成
に
あ
た
り
次
の
よ
う
な
方
針
を
示
し
た
。
第
一
に
、
「
防
衛
産
業
建
設
計
画
」
、
「
一

0
0
ド
ル
輸
出
計
画
」
、
そ
し
て
「
重
化
学

工
業
建
設
計
画
」
と
い
う
三
つ
の
課
題
を
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
に
統
合
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
重
複
投
資
防
止
、
建
設
費
縮
小
、
作
業

量
の
確
保
、
稼
動
量
の
増
加
、
平
時
の
防
衛
産
業
施
設
活
用
と
戦
時
の
兵
器
増
産
、
そ
し
て
輸
出
が
可
能
に
な
る
。
第
二
に
、

。

カ
年
計
画
を
一
九
七
三

1
七
七
年
の
前
半
五
カ
年
と
七
八

1
八
二
年
の
後
半
部
五
カ
年
に
分
け
る
。
第
三
に
、
最
も
波
及
効
果
が
大

き
く
成
功
可
能
性
が
高
い
業
種
の
み
を
選
定
し
て
集
中
的
に
育
成
す
る
。

ま
ず
選
ば
れ
た
の
は
、
鉄
鋼
、
石
油
化
学
、
造
船
、
電
子
、
機
械
（
自
動
車
含
む
）
の
五
業
種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
分
野
で
は
す

で
に
長
期
計
画
の
準
備
が
あ
り
、
そ
れ
を
補
完
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
選
定
の
理
由
で
あ
る
。
七
三
年
六
月
の
「
重
化
学

211 
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工
業
育
成
計
画
』
で
は
、
最
終
的
に
「
主
導
業
種
」
と
し
て
鉄
鋼
、
非
鉄
金
属
、
機
械
工
業
、
造
船
、
電
子
工
業
、
化
学
が
選
ば
れ
、

こ
れ
ら
が
「
六
大
戦
略
産
業
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
旦
ハ
源
哲
は
の
ち
に
、
「
ほ
か
の
国
は
、
工
業
発
展
過
程
で
自
然
に
重

化
学
工
業
化
が
な
さ
れ
輸
出
も
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
わ
が
国
は
輸
出
目
標
を
ま
ず
樹
立
し
、
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
重
化
学

工
業
を
建
設
し
た
の
で
あ
る
。
わ
が
国
は
、
竣
工
後
す
ぐ
に
輸
出
能
力
す
な
わ
ち
国
際
競
争
力
の
あ
る
重
化
学
工
業
を
建
設
し
が
」
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と
韓
国
の
重
化
学
工
業
化
の
独
自
性
を
強
調
し
て
い
る
。

さ
て
、
「
一

O
O億
ド
ル
輸
出
」
計
画
は
商
工
部
が
担
当
し
た
が
、
商
工
部
は
七
二
年
二
月
に
一
九
八

0
年
度
輸
出
目
標
を
五
五

億
ド
ル
と
し
た
長
期
輸
出
計
画
を
作
成
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
計
画
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に

上
方
修
正
す
る
か
た
ち
で
何
と
か
対
応
し
た
。
「
一
人
当
た
り
国
民
所
得
一

0
0
0
ド
ル
」
の
産
出
は
、
七
二
年
九
月
か
ら
青
瓦
台

経
済
第
一
首
席
秘
書
官
室
が
各
種
統
計
資
料
を
集
め
て
検
討
し
、
試
行
錯
誤
の
末
に
一
九
八
一
年
に
一

0
0
0
ド
ル
実
現
が
可
能
と

の
結
果
を
得
た
。

以
上
の
よ
う
な
作
業
の
結
果
を
も
と
に
、
朴
正
照
は
七
二
年
一
一
月
七
日
の
月
間
経
済
動
向
報
告
会
議
の
席
上
、
「
今
後
、
年
平

均
二
五
%
の
輸
出
増
加
を
続
け
れ
ば
、
一
九
八

O
年
に
は
少
な
く
と
も
一

O
O億
ド
ル
輸
出
は
無
難
に
達
成
で
き
、
こ
の
よ
う
な
実

績
を
も
と
に
努
力
を
続
け
れ
ば
、
第
四
次
五
カ
年
計
画
が
終
わ
る
一
九
八
一
年
に
は
国
民
所
得
を
一

0
0
0
ド
ル
水
準
に
増
加
さ
せ
、

先
進
国
隊
列
に
参
加
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
の
長
期
目
標
を
提
示
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
カ
月
後
の
七
三
年
の
大
統
領
年

頭
記
者
会
見
で
の
「
重
化
学
工
業
化
宣
言
」
は
、
且
ハ
源
哲
ら
経
済
第
二
首
席
室
が
主
導
し
て
作
成
し
た
重
化
学
工
業
政
策
を
実
行
す

る
意
志
を
国
民
に
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

朴
正
照
が
呉
源
哲
か
ら
報
告
を
受
け
た
右
記
の
「
工
業
構
造
改
編
論
」
の
全
容
は
、
七
三
年
一
月
末
の
呉
源
哲
に
よ
る
ブ
リ
l
フ

イ
ン
グ
に
よ
っ
て
閣
僚
や
青
瓦
台
秘
書
陣
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
席
上
で
、
朴
正
照
は
金
鍾
泌
・
国
務
総
理
に
重
化
学
工
業

推
進
委
員
会
の
設
置
を
、
南
恵
祐
・
財
務
部
長
官
に
は
内
資
・
外
資
あ
わ
せ
て
計
一

O
O億
ド
ル
財
源
の
用
意
を
指
示
し
た
の
で
あ
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ま
た
、
工
業
構
造
改
編
論
は
一
九
七
三

1
八
一
年
の
一

0
年
間
を
「
特
に
、
機
械
工
業
を
集
中
育
成
す
べ
き
成
熟
期
」
と
し
て
規

定
し
て
お
り
、
こ
の
日
の
ブ
リ

I
フ
イ
ン
グ
で
も
防
衛
産
業
の
根
幹
と
な
る
機
械
工
業
育
成
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。
呉
源
哲
は
、

重
化
学
工
業
の
一
環
と
し
て
防
衛
産
業
を
育
成
す
る
と
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
「
昌
原
機
械
工
業
基
地
」
計
画
と
い
う
形
で
具
体
化
さ
せ

た
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
こ
こ
で
も
日
本
の
ケ
l
ス
が
説
明
に
使
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
日
本
で
最
も
大
き
い
機
械
工
場
は

目
立
の
も
の
だ
そ
う
で
す
。
ご
承
知
の
通
り
、
目
立
は
電
気
製
品
か
ら
機
械
一
切
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
：
：
：
今
、
重
化
学
工
場
を

推
進
し
な
が
ら
、
わ
が
国
は
目
立
の
機
械
工
場
と
全
く
同
じ
規
模
の
工
場
を
ワ
ン
セ
ッ
ト
だ
け
で
も
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

す
。
も
ち
ろ
ん
目
立
の
工
場
は
日
本
の
い
ろ
い
ろ
な
所
に
分
散
し
て
い
ま
す
が
、
わ
が
国
は
昌
原
工
業
基
地
に
集
め
て
建
設
し
よ
う

と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
て
、
日
本
の
例
を
参
考
に
し
つ
つ
も
、
韓
国
は
「
基
地
化
」
と
い
う
独
自
の
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
の
で
あ
る
。
基
地
化
を
志
向
し
た
の
は
、
産
業
連
関
効
果
の
発
揮
、
大
型
化
に
よ
る
規
模
の
経
済
実
現
と
国
際
競
争
力
の

確
保
、
そ
し
て
輸
出
の
増
大
を
目
指
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

韓
国
政
府
は
、
六
大
戦
略
産
業
を
業
種
ご
と
に
基
地
化
す
る
こ
と
と
し
、
工
場
の
立
地
調
査
を
日
本
の
東
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

と
日
揮

2
0
n
p号
。

E
Bロ
）
に
依
頼
し
た
。
こ
の
二
つ
の
会
社
は
、
韓
国
で
の
工
場
建
設
経
験
を
持
ち
、
日
本
の
重
化
学
工
業
建

設
の
際
に
も
同
様
の
調
査
を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
に
選
ば
れ
た
と
い
う
。
七
二
年
一
一
月
か
ら
約
三
カ
月
間
、
二
つ
の
会

社
は
別
々
に
調
査
を
行
っ
て
報
告
書
を
作
成
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
報
告
は
経
済
第
二
首
席
室
が
主
導
し
て
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
「
重

化
学
工
業
推
進
計
画
（
立
地
調
査
）
」
と
し
て
完
成
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
七
三
年
三
月
の
大
統
領
主
宰
関
係
長
官
会
議
で
報
告
さ

れ
確
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
昌
原
機
械
工
業
基
地
の
建
設
に
際
し
て
も
、
韓
国
政
府
は
別
途
、
日
本
の
開
発
計
画
研
究
所
に
基
本
計

画
に
関
す
る
調
査
を
依
頼
し
た
。

以
上
の
「
工
業
構
造
改
編
論
」
お
よ
び
「
重
化
学
工
業
推
進
計
画
（
立
地
調
査
）
」
を
も
と
に
、
重
化
学
工
業
推
進
委
員
会
と
企
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画
団
で
細
部
計
画
の
具
体
化
作
業
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
七
三
年
六
月
に
「
重
化
学
工
業
育
成
計
画
」
が
発
表
さ
れ
、
ひ
と
月
あ
ま

り
の
評
価
作
業
を
経
た
の
ち
に
大
統
領
裁
可
を
得
て
計
画
は
確
定
し
た
。
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五

企士
小口

論

本
稿
で
の
考
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、

一
九
七
三
年
一
月
の
朴
正
照
大
統
領
の
宣
言

に
よ
り
開
始
さ
れ
た
韓
国
の
重
化
学
工
業
政
策
は
、
防
衛
産
業
の
育
成
が
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
再
確
認
で
き
た
。
北
朝
鮮

の
挑
発
行
動
に
対
す
る
危
機
意
識
だ
け
で
な
く
、
在
韓
米
地
上
軍
一
部
撤
退
と
い
う
米
国
の
対
韓
軍
事
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
縮
小
が

「
自
主
国
防
」
を
目
指
す
決
定
的
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
重
化
学
工
業
の
一
環
と
し
て
防
衛
産
業
を
育
成
す
る
方
針
は
、

呉
源
哲
と
金
正
漉
に
よ
っ
て
朴
正
照
に
建
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
軍
需
産
業
の
み
建
設
す
る
の
は
非
経
済
的
で
あ
る

と
の
技
術
官
僚
的
発
想
が
は
た
ら
い
て
い
た
。
呉
源
哲
は
、
四
大
核
工
場
建
設
に
お
け
る
経
済
企
画
院
主
導
の
方
法
を
経
済
的
妥
当

性
に
対
す
る
考
慮
を
欠
い
た
外
資
導
入
の
み
を
目
指
し
た
や
り
方
と
批
判
的
に
み
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
四
大
核
工
場
建
設
事
業
の
挫
折
を
契
機
に
、
経
済
政
策
形
成
過
程
の
中
心
は
、
そ
れ
ま
で
の
経
済
企
画
院
か
ら
青
瓦
台

経
済
第
二
首
席
秘
書
官
室
へ
と
移
動
し
た
。
経
済
企
画
院
主
導
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
安
定
と
均
衡
に
重
き
を
お
く
第
三
次
経
済
開
発

五
カ
年
計
画
は
実
質
的
な
意
味
を
失
い
、
旦
ハ
源
哲
率
い
る
経
済
第
二
首
席
室
が
主
導
し
て
急
速
な
重
化
学
工
業
化
が
推
進
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
青
瓦
台
経
済
第
二
首
席
室
は
、
各
部
処
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
た
重
化
学
工
業
推
進
委
員
会
企
画
団
を

活
用
し
て
重
化
学
工
業
政
策
を
作
成
し
た
が
、
併
せ
て
、
商
工
部
と
国
防
科
学
研
究
所
（
A
D
D
）
が
重
化
学
工
業
化
の
中
心
的
役

割
を
担
っ
た
。
経
済
第
二
首
席
室
の
ほ
と
ん
ど
の
秘
書
官
と
推
進
委
企
画
団
の
中
心
メ
ン
バ
ー
が
商
工
部
出
身
で
占
め
ら
れ
た
こ
と
、

さ
ら
に
商
工
部
の
機
構
改
編
に
よ
る
機
能
拡
大
・
分
化
は
、
重
化
学
工
業
政
策
に
お
け
る
商
工
部
の
重
要
性
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
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た
。
ま
た
、
防
衛
産
業
育
成
の
た
め
に
A
D
D
で
の
兵
器
開
発
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
韓
国
の
重
化
学
工
業
政
策
は
、
戦
後
日
本
の
経
済
成
長
の
経
験
を
参
照
し
つ
つ
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
重
化
学
工

業
政
策
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
「
工
業
構
造
改
編
論
」
は
、
日
本
の
「
新
長
期
経
済
計
画
」
と
「
日
本
列
島
改
造
論
」
を
強
く

意
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
呉
源
哲
は
、
日
本
の
斜
陽
化
産
業
を
韓
国
が
引
き
継
い
で
日
韓
産
業
分
業
体
制
を
構
築
す
れ
ば
、
日
本

産
業
界
の
支
援
を
獲
得
し
つ
つ
比
較
的
容
易
に
重
化
学
工
業
化
に
成
功
で
き
る
と
考
え
、
そ
こ
に
期
待
を
か
け
て
い
た
。
し
か
し
他

方
で
、
韓
国
は
日
本
よ
り
も
強
力
に
重
化
学
工
業
建
設
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
熟
知
し
て
い
た
。
「
六
大
戦
略
産
業
」
を
定

め
る
と
同
時
に
各
産
業
別
に
工
場
を
「
基
地
化
」
し
、
規
模
の
経
済
実
現
に
よ
る
「
大
型
化
」
を
通
じ
て
輸
出
の
た
め
の
国
際
競
争

力
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
戦
後
日
本
の
経
験
と
は
異
な
る
、
韓
国
の
置
か
れ
た
状
況
に
合
わ
せ
た
独
自
の
方
針
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
韓
国
政
府
が
重
化
学
工
業
政
策
を
本
格
的
に
推
進
し
始
め
た
矢
先
、
第
一
次
石
油
危
機
な
ど
に
よ
っ
て
国
際
政
治
経
済

は
混
乱
し
、
旦
ハ
源
哲
ら
政
策
担
当
者
が
期
待
し
て
い
た
日
本
資
本
の
誘
致
は
順
調
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
朴
正
照
は
重
化

学
工
業
政
策
を
強
力
に
推
し
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
急
速
な
重
化
学
工
業
化
が
韓
国
の
政
治
・
経
済
に
大
き
な
副
作
用
を
も
た
ら
し

一
九
七
三
年
に
本
格
化
し
た
重
化
学
工
業
政
策
は
、
朴
正
照
政
権
と
共
に
終
わ
り
を
告
げ

た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
結
局
、

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（

l
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

大
統
領
秘
書
室
『
朴
正
照
大
統
領
演
説
文
集
』
第
一

O
輯
、
五
八

1
五
九
頁
（
韓
国
語
）
。

大
韓
民
国
政
府
『
第
三
次
経
済
開
発
五
カ
年
計
画
、
一
九
七
二

1
一
九
七
六
』
一
九
七
一
年
、
二
頁
（
韓
国
語
）

0

「
工
業
構
造
改
変
論
」
は
「
重
化
学
工
業
化
政
策
宣
言
に
伴
う
工
業
構
造
改
編
論
」
一
九
七
三
年
一
月
三
O
日
（
韓
国
語
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

本
稿
は
、
拙
稿
「
韓
国
の
産
業
政
策
変
化
と
日
本
か
ら
の
学
習
｜
｜
一
九
六
0
1
七
0
年
代
を
中
心
に
」
延
世
大
学
校
大
学
院
政
治
学
科
博
士
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論
文
、
二

O
O
五
年
八
月
（
韓
国
語
）
の
一
部
を
改
訂
す
る
か
た
ち
で
新
た
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
韓
国
の
重
化
学
工
業
政
策
形
成
に
関
す
る

先
行
研
究
と
し
て
は
、
石
崎
莱
生
「
韓
国
の
重
化
学
工
業
化
政
策
｜
｜
開
始
の
内
外
条
件
と
実
施
主
体
」
服
部
民
夫
・
佐
藤
幸
人
編
『
韓
国
・
台
湾

の
発
展
メ
カ
ニ
ズ
ム
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
九
六
年
、
金
元
重
「
韓
国
｜
｜
『
開
発
独
裁
』
と
重
化
学
工
業
建
設
政
策
」
法
政
大
学
比
較
経

済
研
究
所
・
粕
谷
信
次
編
「
東
ア
ジ
ア
工
業
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
｜
｜
一
一
一
世
紀
へ
の
挑
戦
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
七
年
な
ど
が
あ
る
。

（
5
）
金
正
漉
「
韓
国
経
済
政
策
三

O
年
史
｜
｜
金
正
漉
回
顧
録
」
中
央
日
報
社
、
一
九
九
二
年
、
三
一
四

1
コ
三
四
頁
（
韓
国
語
）
、
倉
田
秀
也
「
朴

正
照
『
自
主
国
防
論
』
と
日
米
『
韓
国
条
項
』
｜
｜
『
総
力
安
保
体
制
』
の
国
際
政
治
経
済
」
小
此
木
政
夫
・
文
正
仁
編
『
国
家
・
市
場
・
国
際
体
制
」

慶
麿
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

O
O
一
年
、
一
四
七

1
一
八
八
頁
を
参
照
。

金
正
漉
、
前
掲
書
、
三
二

O
頁。

チ
ョ
・
チ
ヨ
ル
ホ
「
朴
正
照
核
外
交
と
韓
米
関
係
の
変
化
」
高
麗
大
学
校
大
学
院
政
治
外
交
学
科
博
士
論
文
、
二

O
O
O年
二
一
月
（
韓
国
語
）
。

中
央
日
報
特
別
取
材
チ
l
ム
『
実
録
朴
正
照
』
中
央
M
＆
B
、
一
九
九
八
年
、
二
六
二
頁
（
韓
国
語
）
。

中
央
日
報
特
別
取
材
チ
l
ム
、
前
掲
書
、
二
六
二
頁
。

金
正
漉
、
前
掲
書
、
一
ニ
二
一
頁
。

倉
田
、
前
掲
論
文
、
一
七
一
頁
。

朴
正
照
大
統
領
陸
英
修
女
史
記
念
事
業
会
編
纂
「
民
族
の
指
導
者
』
財
団
法
人
陸
英
財
団
、
一
九
九
O
年
、
二
九
一
頁
（
韓
国
語
）

0

倉
田
、
前
掲
論
文
、
一
七
二
頁
。
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6 8 7 
（

9
）
 

（叩）
（日）

（ロ）
（日）

（
は
）
浦
項
綜
合
製
鉄
所
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
浦
項
製
鉄
所
建
設
計
画
に
お
け
る
日
本
か
ら
の
政
策
学
習
i
｜
韓
国
鉄
鋼
産
業
政
策
の
形
成

過
程
」
鐸
木
昌
之
・
平
岩
俊
司
・
倉
田
秀
也
編
「
朝
鮮
半
島
と
国
際
政
治
｜
｜
冷
戦
の
展
開
と
変
容
』
慶
雁
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

O
O
五
年
、
一
一

五
1
四
八
頁
を
参
照
。

（
日
）
朴
正
照
大
統
領
陸
英
修
女
史
記
念
事
業
会
編
纂
、
前
掲
書
、
二
九
一
頁
。

（
凶
）
朴
正
照
大
統
領
陸
英
修
女
史
記
念
事
業
会
編
纂
、
前
掲
書
、
二
九
一

1
二
九
二
頁
。

（
げ
）
金
在
洪
「
軍
2
｜
｜
核
開
発
極
秘
作
戦
』
東
亜
日
報
社
、
一
九
九
四
年
、
七
四

1
一一

O
頁
（
韓
国
語
）
。

（
同
）
金
正
漉
、
前
掲
書
、
コ
三
一
頁
。



（
円
）
拙
稿
、
前
掲
論
文
、
一
二
四
1
三
九
頁
。

（
却
）
四
大
核
工
場
計
画
に
つ
い
て
は
、
堀
金
由
美
「
一
九
七
0
年
代
韓
国
の
重
化
学
工
業
化
政
策
と
日
韓
経
済
協
力
｜
｜
浦
項
総
合
製
鉄
と
四
大
核

工
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
し
て
」
『
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
紀
要
」
第
四
五
巻
第
一
号
（
二

O
O
六
年
一

O
月
）
、
七
五

1
九
九
頁
で
も
扱

っ
て
い
る
。

朴正照大統領「重化学工業化宣言」の政治力学（西野純也）

（
引
）
金
正
漉
、
前
掲
書
、
三
二
二
頁
。

（
n）
金
正
漉
、
前
掲
書
、
三
二
二

1
三
二
三
頁
。

（
お
）
金
正
漉
、
前
掲
書
、
三
二
三
頁
。
呉
源
哲
は
、
一
九
七
一
年
一
一
月
一

O
日
に
経
済
第
二
秘
書
官
に
正
式
任
命
さ
れ
た
。
「
朝
鮮
日
報
』
一
九
七

一
年
一
一
月
一
一
日
。

（M
）
呉
源
哲
『
韓
国
型
経
済
建
設
｜
｜
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
』
第
五
巻
、
起
亜
経
済
研
究
所
、
一
九
九
六
年
、
二
七
頁
（
韓
国
語
）
。

（
お
）
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
五
巻
）
、
七
三
頁
。

（
お
）
朴
正
照
大
統
領
陸
英
修
女
史
記
念
事
業
会
編
纂
、
前
掲
書
、
二
九
二
頁
。

（
幻
）
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
五
巻
）
、
七
五

1
七
八
頁
。

（
お
）
呉
源
哲
『
韓
国
型
経
済
建
設
｜
｜
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
第
七
巻
、
韓
国
型
経
済
政
策
研
究
所
、
一
九
九
九
年
、
三
九
三
頁
（
韓

国
語
）

0

（
m）
金
光
模
『
韓
国
の
産
業
発
展
と
重
化
学
工
業
化
政
策
」
地
球
文
化
社
、
一
九
八
八
年
、
二
一
四
頁
（
韓
国
語
）
。

（
却
）
重
化
学
工
業
推
進
委
員
会
設
置
令
（
大
統
領
令
第
六
六
七
五
号
）
第
二
条
。

（
引
）
推
進
委
を
副
総
理
（
経
済
企
画
院
長
官
）
直
属
と
し
て
組
織
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
委
員
会
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
に
国
務
総
理

直
属
と
な
っ
た
。
国
務
総
理
企
画
調
整
室
『
重
化
学
工
業
の
今
日
と
明
日
』
一
九
七
三
年
、
一
八
七
頁
（
韓
国
語
）
。

（
ロ
）
二
年
間
で
一
八
回
の
推
進
委
会
議
が
聞
か
れ
、
六
六
の
報
告
、
議
決
が
処
理
さ
れ
た
。
金
光
模
、
前
掲
書
、
二
一
五
頁
。

（
刀
）
重
化
学
工
業
推
進
委
員
会
企
画
団
『
重
化
学
工
業
発
展
に
関
す
る
調
査
研
究
三
｜
｜
政
策
決
定
過
程
の
裏
面
史
」

国
語
）

0

（
M
）
崖
東
杢
『
成
長
時
代
の
政
府
｜
｜
漢
江
の
奇
跡
を
導
い
た
官
僚
組
織
の
役
割
』
韓
国
経
済
新
聞
社
、

217 

一
九
七
九
年
、
三
二
三
頁
（
韓

一
九
九
一
年
、
九
八

1
九
九
頁
（
韓
国
語
）
。
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（
江
川
）
重
化
学
工
業
推
進
委
員
会
企
画
団
、
前
掲
書
、
三
一
一
五
頁
に
は
、
「
企
画
団
を
設
置
せ
ず
、
経
済
企
画
院
や
商
工
部
な
ど
特
定
部
処
に
総
合
的
な

重
化
学
工
業
育
成
計
画
を
準
備
す
る
よ
う
一
任
し
て
い
た
ら
、
今
日
の
重
化
学
工
業
は
・
：
（
中
略
）
・
：
遅
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
企

画
団
に
関
わ
っ
た
者
達
の
共
通
の
見
解
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（M
）
崖
東
杢
、
前
掲
書
、
九
九

1
一
O
O頁
。
各
部
処
聞
の
利
害
が
対
立
し
た
事
項
と
し
て
は
、
国
民
投
資
基
金
を
め
ぐ
る
経
済
企
画
院
と
財
務
部

の
葛
藤
、
産
業
基
地
開
発
促
進
法
制
定
を
め
ぐ
る
建
設
部
と
商
工
部
の
葛
藤
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
重
化
学
工
業
推
進
委
員
会
企
画
団
、
前
掲
書
、
三

六
七

1
ゴ
一
七
四
頁
を
参
照
。

（
幻
）
金
光
模
、
李
寅
杓
、
権
光
遠
、
崖
泰
昌
が
商
工
部
出
身
で
あ
り
、
青
瓦
台
儀
典
室
か
ら
金
銅
源
が
加
わ
っ
た
。
呉
源
哲
が
人
選
し
た
が
、
当
時

の
李
洛
善
・
商
工
部
長
官
は
大
統
領
の
意
志
を
知
っ
て
い
た
た
め
か
、
商
工
部
官
僚
の
青
瓦
台
出
向
を
直
ち
に
許
諾
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
呉
源
哲
、

前
掲
書
（
第
五
巻
）
、
二
九

1
二
一
一
頁
。

（
見
）
も
ち
ろ
ん
、
商
工
部
以
外
の
行
政
部
処
も
企
画
団
で
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
点
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
各
部
処
が
企
画
団
で

果
た
し
た
主
な
役
割
は
次
の
通
り
。
基
本
計
画
の
作
成
で
は
、
一
九
八
0
年
代
経
済
展
望
（
経
済
企
画
院
）
、
部
門
別
投
資
事
業
計
画
（
商
工
部
）
、
工

業
基
地
建
設
計
画
（
建
設
部
）
、
支
援
計
画
の
作
成
で
は
、
人
材
開
発
計
画
（
科
学
技
術
処
、
文
教
部
、
保
健
社
会
部
）
、
技
術
・
研
究
開
発
計
画
（
経

済
企
画
院
、
科
学
技
術
処
）
、
財
源
調
達
計
画
（
経
済
企
画
院
、
財
務
部
）
と
い
う
割
り
当
て
が
な
さ
れ
た
。
昌
原
機
械
工
業
工
団
『
日
日
原
基
地
一
五

年
史
』
一
九
九
O
年
、
二
一

O
頁
（
韓
国
語
）
。

（
持
）
重
化
学
工
業
推
進
委
員
会
企
画
団
、
前
掲
書
、
三
二
六
頁
。

（
判
）
な
お
、
一
九
七
四
年
一
月
に
は
重
化
学
工
業
団
地
の
基
地
化
戦
略
に
則
っ
た
大
単
位
産
業
基
地
建
設
の
た
め
に
、
韓
国
水
資
源
開
発
公
社
が
産

業
基
地
開
発
公
社
へ
と
改
編
さ
れ
て
い
る
。

（
引
）
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
五
巻
）
、
三
一

1
三
一
一
頁
。

（
位
）
な
お
、

A
D
D
の
兵
器
開
発
に
あ
た
り
、
米
国
の
国
防
部
技
術
研
究
所
（
〉
奇
B
2
2
U
Z
R
n
F
F＆
0
2〉∞
g♀
）
か
ら
七
二
年
一
月
に
派
遣
さ

れ
た
ハ

l
デ
イ
ン
（
国
間
企
ロ
）
を
団
長
と
す
る
チ
l
ム
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
。
ハ

1
デ
イ
ン
・
チ
l
ム
は
、

A
D
D
に
常
駐
し
て
設
計

図
面
を
含
む
各
種
技
術
材
料
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

A
D
D
研
究
員
の
米
軍
関
係
研
究
所
の
訪
問
と
研
修
を
手
助
け
し
た
。
こ
の
チ
l
ム
は
、
一

年
間
後
に
在
韓
軍
事
援
助
顧
問
団
（
J
U
S
M
A
G
I
K
）
へ
業
務
を
引
継
い
で
帰
国
し
た
。
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
五
巻
）
、
三
八

1
三
九
頁
、
五
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O
頁。

（
幻
）
金
在
洪
、
前
掲
書
、
七
七

1
七
八
頁
。

（
判
）
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
五
巻
）
、
六
0
1六
四
頁
、
二
一

0
1
一
三

O
頁。

（
侶
）
金
在
官
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二

O
O
五
年
五
月
七
日
。
当
時
、
経
済
企
画
院
は
最
大
の
経
済
開
発
事
業
で
あ
る
浦
項
製
鉄
所
建
設
を
推
進
し

な
が
ら
機
械
工
業
育
成
も
直
接
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
浦
項
製
鉄
所
で
作
る
鉄
鋼
材
の
需
要
を
高
め
る
た
め
だ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
七
巻
）
、
一
五
二
頁
。

（“） 

朴正照大統領「重化学工業化宣言」の政治力学（西野純也）

百∞
H
M
U
S
K守
口
町
て
n
E
3
3
H
A＼
h
o高
s
s
n
p
b
ミ
ミ
同
誌
を
足
立
志
向
ミ
ミ
ヨ
ミ
・
ア

Ez－－
P円

S
H
E
E
t
z
s
mロ
2
B
2
0
m
g。－。∞予

右叶。ゆ向者・
M
Mム’
M
M
ふ
・
韓
国
科
学
技
術
研
究
所
「
重
工
業
発
展
の
基
盤
』
（
上
・
下
巻
）
、
一
九
七
O
年
（
韓
国
語
）
。

（
初
）
金
在
官
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二

0
0
0年
五
月
七
日
。

（
特
）
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
七
巻
）
、
一
五
三
一

1
一
五
四
頁
。

（
特
）
金
正
漉
、
前
掲
書
、
三
二
一

1
三
二
二
頁
、
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
七
巻
）
、
一
五
四
頁
。

（
到
）
こ
れ
と
関
連
し
て
、
金
在
官
は
、
機
械
工
業
育
成
計
画
は
初
め
か
ら
防
衛
産
業
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
述
べ
て

い
る
。
金
在
官
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二

O
O
O年
五
月
七
日
。

（
引
）
金
正
諌
、
前
掲
書
、
三
二
一

1
三
二
二
頁
。

（
円
以
）
重
化
学
工
業
推
進
委
員
会
企
画
団
、
前
掲
書
、
四
一
三

1
四
二
六
頁
。

（
日
）
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
七
巻
）
、
一
五
五

1
一
五
六
頁
。
金
正
漉
、
前
掲
書
、
一
二
二
二
頁
で
は
、
第
四
回
日
韓
閣
僚
会
議
開
催
は
一
九
七
O
年
四

月
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
七
O
年
七
月
に
聞
か
れ
た
。

（
日
）
高
麗
大
学
校
亜
細
亜
問
題
研
究
所
日
本
研
究
室
編
『
韓
日
関
係
資
料
集
』
第
二
輯
、
一
九
七
七
年
、
五
五
五
頁
（
韓
国
語
）

0

（
日
）
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
七
巻
）
、
一
五
六
頁
。

（
%
）
呉
源
哲
に
よ
れ
ば
、
経
済
企
画
院
型
官
僚
は
、
経
済
学
的
知
識
を
も
と
に
国
家
経
済
全
般
の
状
況
を
統
計
学
的
に
把
握
し
て
こ
れ
に
対
処
す
る

行
政
能
力
を
持
つ
官
僚
、
つ
ま
り
「
経
済
官
僚
」
（
エ
コ
ノ
ク
ラ
l
ト
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
」
と
は
技
術
的
基
礎
の
上

で
政
策
を
扱
う
公
務
員
で
あ
り
、
技
術
的
要
素
と
政
策
的
要
素
を
等
し
く
考
慮
で
き
る
能
力
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
呉
源
哲
、
前
掲
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国際政治

書
（
第
七
巻
）
、
五
六

1
五
七
頁
、
七
八
頁
。
呉
源
哲
は
、
計
画
立
案
の
際
に
は
経
済
官
僚
の
よ
う
な
や
り
方
で
は
な
く
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
よ
う

な
方
法
を
と
る
べ
き
と
の
立
場
で
あ
る
。

（幻）
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経
済
企
画
院
編
『
開
発
年
代
の
経
済
政
策
！
｜
経
済
企
画
院
三

O
年
史
I

（
一
九
六
一
年

l
一
九
八

O
年
）
」
未
来
社
、

1
一二

O
頁
（
韓
国
語
）

0

（
見
）
大
韓
民
国
政
府
、
前
掲
書
、
一

1
二
頁
。

（
日
刀
）
石
崎
、
前
掲
論
文
、
六
七
頁
。

（
ω）
趣
仁
源
「
国
家
と
選
択
」
ナ
ナ
ム
出
版
、
一
九
九
八
年
、
一
一
一

1
一
一
七
頁
（
韓
国
語
）
。

（
引
）
趨
仁
源
、
前
掲
書
、
一
二
七

1
一三

O
頁。

（
位
）
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
七
巻
）
、
四
五
八
頁
。

（
臼
）
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
七
巻
）
、
四
六

0
1四
六
四
頁
。

（
併
）
一
九
七
二
年
一

O
月
の
「
維
新
体
制
」
官
一
布
に
向
け
た
準
備
は
秘
密
裏
に
進
め
ら
れ
、
「
豊
年
事
業
」
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
金
瑳
『
青

瓦
台
秘
書
室
』
中
央
日
報
社
、
一
九
九
二
年
、
一
八
三

1
一
一
一
一
一
頁
（
韓
国
語
）
。

（
臼
）
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
七
巻
）
、
四
五
九
頁
。

（
“
）
以
下
、
日
本
の
事
例
の
ブ
リ
l
フ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
記
述
は
主
に
、
金
光
模
、
前
掲
書
、
二

O
七
1
二
O
九
頁
、
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
七
巻
）
、

四
六
四
1
四
六
八
頁
を
参
照
。

（mm
）
金
光
模
、
前
掲
書
、
二

O
七
頁
。

（
侃
）
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
七
巻
）
、
四
六
七

1
四
六
八
頁
。

（
ゆ
）
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
七
巻
）
、
四
六
八
頁
。

（
河
）
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
谷
浦
は
、
一
九
七
O
年
に
矢
次
一
夫
が
日
韓
協
力
委
員
会
で
提
案
し
た
「
日
韓
経
済
圏
」
構
想
と
重
化
学
工
業
政
策
の

類
似
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
谷
浦
孝
雄
「
韓
国
の
工
業
化
と
開
発
体
制
」
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
八
八
年
、
四
五

1
四
六
頁
。

（
η
）
重
化
学
工
業
推
進
委
員
会
企
画
団
「
重
化
学
工
業
育
成
計
画
』
一
九
七
三
年
六
月
、
一
五
頁
（
韓
国
語
）
に
よ
れ
ば
、
所
要
資
金
は
九
六
億
ド

ル
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
五
八
億
ド
ル
は
外
資
導
入
を
予
定
し
て
い
た
。

一
九
八
二
年
、

一
一
九



（
刀
）
谷
浦
、
前
掲
書
、
四
八
頁
。

（
乃
）
『
重
化
学
工
業
化
政
策
宣
言
に
伴
う
工
業
構
造
改
編
論
』
、
九

1
二
二
頁
。

（
河
）
小
宮
隆
太
郎
『
現
代
日
本
経
済
研
究
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
、
二
八
九

1
三
O
五
頁
。

（
乃
）
『
重
化
学
工
業
化
政
策
宣
言
に
伴
う
工
業
構
造
改
編
論
』
、
三
一
頁
。

（
苅
）
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
七
巻
）
、
四
七
二

1
四
七
四
頁
。

（
打
）
『
重
化
学
工
業
育
成
計
画
』
六

1
七
頁
で
は
、
六
大
戦
略
産
業
の
選
定
理
由
と
し
て
、
①
前
後
方
関
連
効
果
、
②
成
長
寄
与
度
お
よ
び
付
加
価
値

誘
発
効
果
、
③
外
貨
獲
得
、
節
約
効
果
、
④
圏
内
資
源
活
用
度
、
⑤
外
国
資
本
誘
致
性
を
挙
げ
て
い
る
。

（
冗
）
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
七
巻
）
、
四
九
一

1
四
九
二
頁
。

（
乃
）
商
工
部
は
、
一
九
七
O
年
八
月
、
七
二
年
二
月
、
七
二
年
一
一
月
に
そ
れ
ぞ
れ
長
期
輸
出
計
画
を
樹
立
し
た
。
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
七
巻
）
、

四
八
四

1
四
八
七
頁
。
最
終
的
な
一

O
O億
ド
ル
輸
出
計
画
は
、
分
野
別
育
成
計
画
の
完
成
後
に
確
定
し
た
。
一
九
七
二
年
一
一
一
月
に
は
造
船
工
業

育
成
方
案
、
一
般
機
械
工
業
育
成
方
案
、
湖
南
化
学
工
業
団
地
計
画
、
七
三
年
一
月
に
は
電
子
工
業
長
期
育
成
方
案
、
精
密
機
械
工
業
育
成
方
案
、
機

械
素
材
工
場
建
設
案
（
お
よ
び
鉄
鋼
材
輸
出
計
画
）
、
非
鉄
金
属
精
錬
団
地
計
画
が
完
成
し
て
い
る
。

（
初
）
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
七
巻
）
、
四
四
八
頁
。

（
剖
）
経
済
企
画
院
編
、
前
掲
書
、
二
一
七
頁
。

（
位
）
年
頭
記
者
会
見
が
終
わ
っ
た
後
、
経
済
第
二
首
席
室
の
秘
書
官
た
ち
は
自
ら
が
主
導
し
た
政
策
が
全
面
的
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
「
全
員

が
興
奮
し
て
お
り
万
歳
と
言
い
た
い
よ
う
な
表
情
だ
っ
た
」
と
い
う
。
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
七
巻
）
、
五
六
五
頁
。

（
幻
）
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
七
巻
）
、
五
六
六

1
五
八
O
頁。

（
糾
）
『
重
化
学
工
業
化
政
策
宣
言
に
伴
う
工
業
構
造
改
編
論
』
、
七
頁
。

（
お
）
呉
源
哲
、
前
掲
書
（
第
七
巻
）
、
五
七
O
頁。

（
栃
）
金
光
模
に
よ
れ
ば
、
「
重
化
学
工
業
化
政
策
は
、
産
業
基
地
造
成
計
画
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
ほ
ど
、
基
地
政
策
は
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

た
た
め
、
慎
重
に
慎
重
を
期
し
て
計
画
が
樹
立
さ
れ
た
」
と
い
う
。
金
光
模
、
前
掲
書
、
二
三
七
頁
。

（
初
）
趨
仁
源
も
や
は
り
、
重
化
学
工
業
化
政
策
を
大
型
化
、
基
地
化
、
輸
出
化
の
三
つ
に
要
約
し
て
い
る
。
越
仁
源
、
前
掲
書
、

朴正昭大統領「重化学工業化宣言Jの政治力学（西野純也）

一
五
一
頁
。
「
工
業
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構
造
改
編
論
」
に
は
「
工
業
団
地
は
大
規
模
化
し
、
国
際
競
争
に
対
処
す
る
設
備
規
模
の
拡
大
に
備
え
、
産
業
規
模
の
拡
大
、
技
術
の
集
大
成
、
大

量
生
産
方
式
体
制
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
重
化
学
工
業
化
政
策
宣
言
に
伴
う
工
業
構
造
改
編
論
」
、

二
七
頁
。
ま
た
、
金
正
漉
は
産
業
基
地
建
設
と
関
連
し
て
、
「
重
化
学
工
業
は
相
互
依
存
性
が
強
く
、
原
料
、
中
間
財
、
完
成
品
の
聞
に
、
生
産
お
よ

び
技
術
的
連
関
関
係
が
大
き
く
、
高
度
の
装
置
産
業
で
あ
る
た
め
に
、
用
水
、
動
力
な
ど
巨
額
の
社
会
間
接
資
本
の
投
入
が
要
求
さ
れ
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
金
正
漉
、
前
掲
書
、
三
一
一
二
頁
。

（
槌
）
金
光
模
、
前
掲
書
、
二
二
三
貝
。

（
的
）
金
光
模
、
前
掲
書
、
二
二
二
頁
。

（
卯
）
開
発
計
画
研
究
所
「
日
日
原
綜
合
機
械
工
業
基
地
建
設
計
画
調
査
報
告
書
』

一二

O
頁。

（則）

国際政治慶膳の政治学

昌
原
機
械
工
業
工
団
、
前
掲
書
、

一一一

0
1
一
二
一
頁
。

一
九
七
三
年
二
一
月
。
昌
原
機
械
工
業
工
団
、
前
掲
書
、
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